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昭
和
56
年
、
５
反
の
茶
畑
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
東
八
重
製
茶
は
、
４
年
前
か
ら
は
小
売

り
を
始
め
ま
し
た
。
小
売
り
で
は
、
急
須
の

無
い
家
庭
で
も
気
軽
に
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら

い
た
い
と
、
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
製
品
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
茶
葉
は
「
さ
え
み
ど
り
」
を

使
用
し
「
安
い
、
ま
ず
い
」
と
い
う
テ
ィ
ー

パ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
た
本
物
の
味
は
、

確
実
に
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
手
に

取
っ
て
も
ら
う
た
め
商
品
を
豊
富
に
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。
紅
茶
や
国
産
で
は
珍
し
い
烏

龍
茶
を
商
品
化
、
販
売
先
に
合
わ
せ
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
「
東
八
重
茶
園
の
お
い
ど
ん
茶
」
は
、

大
隅
「
食
の
お
み
や
げ
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
入

賞
す
る
な
ど
、
か
わ
い
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
お

み
や
げ
に
最
適
で
す
。
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◆困ったときの連絡先

●日・祝日当番医 … 21 ページ

●水道修繕当番店 … 43 ページ

「��目指せ！
�日本一長い恵方巻き
～サンポートしぶしアピア～」

志布志の『ウマイ！』を

お届けします。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『�

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い

る
ん
だ
し
、
志
布
志
の
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『�

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人

に
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、

そ
ん
な
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
す

る
一
品
で
す
。

仙巌園と共同開発、150 年前の製法を
再現した「武士の紅茶」は仙巌園限定

多彩な味とパッケージが楽しめます

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、3 ページでご紹介

して い ま す 東 八 重 製 茶 さ ん か ら「東八重茶

園のおいどん茶（緑茶）」を５名にプレゼント！

　31 ページの「お便り」ハガキを使って、ご

応募ください。お待ちしています！

東八重製茶の

さ え み ど り
ティーパック

　カフェインが少なくリラックス
効果のあるテアニンが多く含まれ
る高機能緑茶「さえみどり」をお手
軽なティーパックにしました。
　65℃くらいのぬるめのお湯で
淹
い

れるのが効果的です。
　快眠、安眠の効果があるので寝
つきが悪い、ストレスが気になる
という方に特におすすめです。

　１月 29 日、日本一長い
恵方巻づくりが行われ親
子連れなど 232 人が参加
しました。海苔 900 枚に
酢飯 180kg を広げ、ハモ
の蒲焼などの具を参加者
全員が息を合わせて巻き
上げ、見事 133.1 ｍの日
本一長い恵方巻が完成し
ました。

東八重製茶の商品は、ホームページ

のオンラインショップのほか、下記

の店舗で購入することができます。

●港湾通り

　（サンポート志布志アピア内）

●道の駅松山

もくじ 　　　　　　　　　　　　　　　　　  contents

03　しぶしグルメん ’ ｓなび

04　特集：男女共同参画  男女がともに認め合い いきいきと輝くまちを目指して！

08　 まちの話題

13　田舎のたしなみ。

14　ここがポイント．地元の高校

15　図書館へ行こう。

20　保健師・栄養士メモ

22　文芸   『志』・季・折・々

26　税の広場

27　シリーズ  国保

29　知っ得 !? 年金インフォメーション

33　うぶごえ・おくやみ

34　市役所からの大事なお知らせ

39　募集・お知らせ

42　市長コラム

28　知ってる？ 消費生活相談
　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

18　エコ通信

17　志布志麓  歴史さんぽ

24　こころざし  ブランド通信

30　あたや元気やっど  ほか

44　暮らしのカレンダー

志 布 志 市 民 憲 章

私たち志布志市民は

し　　自然に親しみ、ふるさとを愛し

ぶ　　文化の香り高い先人の叡
えいち

智に学び

し　　幸せと平和を求め

“こころざし” あふれるまちを創ります

※前文を省略して記載しています。
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男

「一人ひとりがそれぞれの生き方を自由に選択し、男女に

関わらず、ともに認め合い、尊重しあい、自分らしくい

きいきと暮らせるまち」

そんなまちを目指して、市では「第２次志布志市男
ひ と

女が

ともに輝くまちづくりプラン」・「志布志市ＤＶ対策基本

プラン」を策定し、様々な取組を行っています。

今月の特集は、その取組の一部を紹介します。

女 がともに認め合い
いきいきと
輝くまちを
目指して！

特 集 ： 男 女 共 同 参 画

とひ

�ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか。
相談無料、秘密は守ります。

◆志布志市女性支援相談専用フリーダイヤル　

　℡：0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月�～�金��8：30 ～ 17：00）
◆県男女共同参画センター　

　℡：099-221-6630
●水�～日・祝：��9：0 0 ～ 17：00　●火 9：00 ～ 20：00

◆県女性相談センター　

　℡：099-222-1467
●月～金： 8： 3 0 ～ 1 7： 0 0（木：～ 2 0： 0 0 ）
●日： 9： 0 0 ～ 1 5： 0 0

※身の危険を感じた場合は 1 1 0 番へ

《�男女共同参画・ＤＶに関する研修用DVDを貸し出して
います！会議、研修会等でぜひご活用ください。》

■問い合わせ先：企画政策課  男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）
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女
性
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
女
性
の

意
見
や
提
案
を
聞
き
、
女
性
支
援
の
在
り

方
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
平
成
18
年

10
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
団
体
か

ら
推
薦
さ
れ
た
10
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
女
性
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
調
査
、
研
究
し
、
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
「
女
性
支
援
相
談

室
」、「
女
性
専
用
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
」
の
開
設
、
市
内
女
性

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
、
各
世
代
別
女
性
の
悩
み
解
決
策
と
し

て
「
子
育
て
講
演
会
」、「
介
護
予
防
健
康

講
座
」、「
出
会
い
の
場
の
提
供
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
70
歳
以
上
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
」
で
は
、
ド
レ
ス
や
プ
ロ
に
よ

る
ヘ
ア
メ
イ
ク
が
参
加
者
に
大
好
評
で
し

た
。独
身
男
女
を
対
象
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
」
も
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
人
口
減
少
等
に
対
す
る
地
方
創
生

の
取
組
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
見

直
し
を
行
う
た
め
、
市
役
所
職
員
15
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
次

志
布
志
市
男
女
（
ひ
と
）
が
と
も
に
輝
く

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」・「
志
布
志
市
Ｄ
Ｖ

対
策
基
本
プ
ラ
ン
」
が
平
成
29
年
度
で
終

了
す
る
た
め
、
内
容
を
見
直
し
、
第
３
次

の
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
の
協
議
、
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
が
新
た
に
制
定
し
た
「
第

４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
様
へ
の
意
識

調
査
や
意
見
募
集
を
実
施
し
た
上
で
、
今

後
予
測
さ
れ
る
社
会
情
勢
の
変
化
や
、
本

県
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
現
状
を
踏

ま
え
て
計
画
内
容
を
見
直
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
見
直
し
の
基
礎
と
な
る
意

識
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
の
協
議
と
、
そ

の
調
査
結
果
の
分
析
報
告
書
の
内
容
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

広
く
市
民
の
意
見
を
求
め
、
研
究
・
協
議

し
、
必
要
に
応
じ
て
市
に
提
言
す
る
組
織

で
す
。
有
識
者
、
各
種
団
体
の
代
表
、
市

内
の
企
業
・
事
業
所
の
代
表
、
公
募
を
含

む
15
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
２
次
志
布
志
市
男
女
（
ひ
と
）
が

と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」・「
志

布
志
市
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
プ
ラ
ン
」
の
取
組

に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
結

果
を
市
長
以
下
幹
部
職
員
で
構
成
す
る
男

女
共
同
参
画
推
進
会
議
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

各
プ
ラ
ン
は
平
成
29
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
実
施
し
た
市
民
へ
の

意
識
調
査
結
果
を
基
に
、
今
後
の
社
会
情

勢
や
本
県
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
国
の
新

た
な
計
画
に
対
応
し
た
計
画
内
容
へ
の
見

直
し
の
協
議
、
検
討
を
行
い
、
計
画
策
定

に
際
し
て
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め

の
提
言
書
を
作
成
し
ま
す
。

　

女
性
の
活
躍
推
進
に
当
た
っ
て
、
女
性

が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
市
政
に
反

映
さ
せ
、
女
性
の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

施
策
を
推
進
す
る
た
め
平
成
28
年
4
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
公
募
を
含
む
14
名
で

構
成
さ
れ
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
取
組
に

つ
い
て
研
究
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
設
置
さ
れ
た
こ
の
会
議
で
は
、

各
委
員
が
現
在
直
面
し
て
い
る
問
題
、
あ

る
い
は
市
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
事
等
を
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
発
表
し
ま
し
た
。
学
校
に
関
す

る
こ
と
、
地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
在
り
方
、
人
口
減
少
対
策
、
女
性

の
管
理
職
登
用
に
つ
な
が
る
働
き
方
等
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
に
つ
い
て
、
実
行
で
き
る
テ
ー
マ

を
決
め
、
自
分
た
ち
の
自
主
的
な
力
を
発

揮
す
る
よ
う
な
企
画
を
作
り
、
結
果
を
残

せ
る
会
議
に
す
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
研

究
・
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
会
議

女
性
支
援
推
進
会
議

プ
ラ
ン
策
定
検
討
会

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

特集：男女共同参画

男女共同参画推進のため市民講座を行います！

「ＤＶ、性暴力被害者の現状と求められる支援」
◆ 講　師：社会福祉士　石本宗子さん
◆ 期　日：２月 25 日（土）
◆ 時　間：午前 10 時～ 12 時
◆ 場　所：有明地区公民館（本庁舎隣）
◆ 参加料：無料

多数の参加をお待ちしています。

女性支援相談室
女性相談員による女性のための相談室を開催しています。
日頃抱えている悩みや日常生活で困っていることなど、
お気軽にご相談ください。
相談は無料で秘密は固く守ります。

◆日時：毎月第１・３水曜日午後１時から午後５時まで

◆場所：志布志支所、有明地区公民館、新橋地区公民館
専門相談員

坂ノ上　きよ子さん

話す事で気持ち

が楽になること

もあります。

１ 人 で 悩 ま ず、

どうぞお気軽に

ご相談ください。

パープルリボンは、女性に対
する暴力根絶のシンボルです。
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　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。�

第１回志布志武道館旗争奪剣道大会が開催され県内外
から 160 チーム、約千人の少年剣士が参加しました。

　12 月 24 日、志布志運動公園体育館で開催され

た同大会に幼児から中学生まで、遠くは北九州から

の参加がありました。大会を主催する志布志武道館

の関係者は「地域の寄附や出店など多くの方々に支

えられました。おもてなしの精神と感謝の気持ちを

大事にする大会です」と参加者を歓迎しました。

寒い中、熱戦が繰り広げられました 小・中学生混成チームが大活躍
第 11 回鹿児島県 U-14 クラブチャンピオンシップバレー
ボール大会で準優勝し、九州大会出場を決めました。

　10 月 29 日、30 日に 14 歳以下の大会が霧島市

で開催されました。小学生が必ず 1 名コートに入

る難しい大会に、宇都中バレーボール部１、２年生

を中心に野神小、蓬原小、安楽小の 6 年生各 1 人

を加えた混成チームが出場、準優勝し 3 月に開催

される九州大会への出場を決めました。

志布志子ども食堂が旧ＪＡ森山事業所（志布志町内之
倉）に出張オープンしました。

　12 月 23 日の商店街での開催に続き、12 月 26 日

に同会場に出張してオープンしました。これは、ふ

るさと大使の田浦天志さんの呼びかけで食材やボラ

ンティアを集め、同会場で開催される高齢者サロン

に併せて実施したもので、地元の子どもやサロンの

参加者等約 50 名が美味しいカレーを楽しみました。

子ども食堂が初めての出張

熊本地震被災地にプレゼント
熊本地震で被災した益城町の保育園、幼稚園全 23 か所、
1630 人の園児にクリスマスプレゼントを届けました。

　12 月 19 日、市商工会、市観光特産品協会、市

内郵便局長などの有志が、「志武士ししまる」とと

もにプレゼントのお菓子を届けました。また、宇土

市の仮設住宅にもお菓子やおもちゃ、絵本を届け、

子どもたちに喜ばれました。有志の皆さんの活動は

炊き出し等を含め今回で 13 回目になりました。

消防団員が勢ぞろいしました
やっちくふれあいセンターにおいて平成 29 年志布志
市消防出初式が開催されました。

　１月８日、城山総合公園で予定されていた規律

訓練や放水演習は雨の影響で中止になりましたが、

やっちくふれあいセンターで式典が行われました。

オープニングでは山重小学校少年消防クラブによる

規律正しい訓練が披露され、また日本消防協会会長

表彰伝達をはじめ、各種表彰が行われました。

箱根駅伝で区間賞を獲得
東洋大学 3 年の野村峻哉選手（有明中出身）が箱根
駅伝に出場し区間賞を獲得しました。

　１月６日、野村選手が市長室を訪れ、今年の箱根

駅伝９区での区間賞獲得を報告しました。３位でた

すきを受けた野村選手の快走により、チームは２位

に順位を上げました。「来年は総合優勝を目指して

エース区間で区間賞を取れるように走りたい」と４

年生になる来年に向けて抱負を話しました。

3 行詩で厚生労働大臣賞を受賞
黒  拓真君（有明小 2 年）が楽しい子育て全国キャンペー
ン 3 行詩、小学生の部で厚生労働大臣賞を受賞しました。

１月 13 日、家族と共に教育長室を訪れ、12 月

24 日の東京都での受賞式で受賞したことを報告し

ました。受賞作品は、学校までの道のりが遠く「歩

いて登校するのは少しきつい」という拓真君が、い

つも一緒に歩いて登校してくれるお兄ちゃんの優し

さを 3 行の詩にしています。（23 ページに掲載）

持留慎吾さん ( 志布志町志布志 ) が第 16 回全国障害者
スポーツ大会において金メダルを獲得しました。

障害者スポーツ大会で金メダル

10 月 22 日から 24 日まで、岩手県で開催された

同大会に出場した持留さんは、フライングディスク

の飛距離を競う競技で金メダル、またゴールを狙う

競技でも銀メダルを獲得しました。持留さんは「５

月に行われる県大会に向けて、これからも大好きな

フライングディスクを頑張りたい」と話しました。
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。�

2 年連続の準グランプリ獲得！
『“ 志布志発 ” かごしま黒豚三昧』丼が 2 年連続の準グ

ランプリに輝きました。
　１月７日から 15 日までの９日間、東京ドームに

おいて開催された第８回全国ご当地どんぶり選手権

に、志布志いい肉食べさせ隊が出場しました。

　同隊の出品した『“ 志布志発 ” かごしま黒豚三昧』

丼は、一昨年が 3 位、昨年は準グランプリを獲得

しており、今回もシード枠での出場となりました。

　本選では、シードの 5 つ、全国各地の予選会を

突破した９つと主催者推薦の１つのどんぶりを含む

合計 15 のどんぶりが「No. １ご当地どんぶり」の

座を競いました。

　この取組は「志布志市の美味しいものを全国へ届

けたい」と、背白ちりめん三昧丼での初挑戦から今

回で６回目の挑戦となり、連続して準グランプリを

獲得するなど、志布志市のグルメの全国に向けた発

信が着実に図られています。

　商工会関係者は「次こそグランプリ」と来年に向

けて意気込み、来年のグランプリが期待されます。

志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
９
日
、
志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競

走
大
会
が
、
志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
60
チ

ー
ム
、
中
学
生
以
上
の
部
36
チ
ー
ム
の
計

96
チ
ー
ム
、４
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
で
は
、
申
告
し
た
タ
イ

ム
に
近
い
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
申
告
タ
イ

ム
賞
が
あ
り
、
参
加
者
は
ス
ピ
ー
ド
と
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る

ぜ
ん
ざ
い
や
、
若
葉
会
に
よ
る
お
茶
が
振

る
舞
わ
れ
、
選
手
や
応
援
に
来
ら
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

◆
小
学
生
の
部
・
団
体
賞
1
位

●
小
学
生
女
子
：
高
山
Jr
陸
上　
　

32
分
04
秒

●
小
学
生
男
子
：
西
原
Ｊ
Ｒ
Ｃ 

Ａ  

30
分
05
秒

◆
小
学
生
の
部
・
申
告
タ
イ
ム
賞

● 

志
布
志
Ｄ
Ｃ
ガ
ー
ル
ズ（
タ
イ
ム
差
８
秒
）

◆
中
学
生
以
上
の
部
・
団
体
賞
1
位

●
中
学
生
女
子
：
高
山
Jr
陸
上　
　

52
分
20
秒

●
中
学
生
男
子
：
鹿
屋
東
中 

Ａ　

   

47
分
12
秒

●
一
般
女
子
：
鹿
屋
女
子
高
陸
上　

  

56
分
05
秒

●
一
般
男
子
：
尚
志
館
Ａ　
　
　
　

46
分
11
秒

◆
中
学
生
以
上
の
部
・
申
告
タ
イ
ム
賞

●
志
布
志
中
学
校
男
子（
タ
イ
ム
差
05
秒
）

　

そ
の
他
、
区
間
賞
、
飛
び
賞
、
敢
闘
賞

が
あ
り
ま
し
た
。

①小学生の部の元気なスタート。
②�市社会福祉協議会のみなさんは声
かけ・見守り運動を PR。
③�雄叫びを上げて感動のゴール！
④�お茶の振る舞いをしてくださった
若葉会の皆さんの力走。
⑤�あったかーいぜんざいのおもてな
しは選手に大好評でした。 ④⑤

② ①

「花と伝説の里・おじゃんせ しんば志
し

」が松山町新橋
地区にオープンしました。

　1 月 15 日に行われたオープニングイベントでは

ピザ、焼き芋、ぜんざいや饅頭などが振る舞われま

した。同地区ふるさとづくり委員会が設置したこの

施設では、焼肉ブースの貸出や買い物支援として移

動販売車での巡回販売、また毎月第 3 日曜日には

各種イベントを実施する予定です。

新たなコミュニティ広場が誕生

鬼火焚きで無病息災
松山町の新橋校区、泰野校区で鬼火焚きが行われ、今
年 1 年の無病息災を祈願しました。

　１月 14 日に行われた新橋校区の鬼火焚きでは、

子どもたちの大声コンテストや温かいぜんざいの振

る舞いなどが行われました。また、15 日に行われ

た泰野校区の鬼火焚きでは手打ちそばの振る舞いが

行われました。どちらの校区の参加者も、大きく燃

え上がる火柱に、今年の安全や健康を願いました。

新橋校区鬼火焚き23 回目の山形研修
市内の小学生 5・6 年生 10 名が山形県酒田市でホーム
ステイをしながら雪国の生活を体験しました。

　1 月 20 日～ 23 日の 3 泊 4 日で行われた研修では、

歴史や伝統を学んだり、スキーや校庭での雪上バナ

ナボートなど志布志市ではできない遊びを体験しま

した。研修生は「たての信号機は初めて見た。山形

の友達とこれからも交流を続けていきたい」と話し、

人とのつながりに感謝する研修となりました。
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かごしまの“食”活動表彰を受賞
志布志市生活研究グループ連絡協議会が「かごしまの
“ 食 ” 活動表彰」で優秀賞を受賞しました。

　１月 30日、同グループの皆さんが市長室を訪れ、

1月 26 日に県庁で行われた表彰式で優秀賞を受賞

したことを報告しました。昭和 43年から、生活を

より良くするための知恵や技術を「郷土料理教室」

や市報しぶしの「田舎のたしなみ」として広く市民

に普及してきたことが評価されたものです。
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サンキヨーミート株式会社から市内の小中学校の学校
給食に鹿児島黒豚の提供がありました。

　１月 12日、昨年も黒毛和牛を提供している同社

から「市内の子供たちが健康で元気に成長して欲し

い」と鹿児島黒豚の提供がありました。提供され

た黒豚は、１月 24、25日の給食で使用されました。

また、同社には１月 25 日、27 日に児童との交流

給食にも参加していただきました。

かごしま黒豚を学校給食に提供

インリーダーとジュニアリーダーが冬の霧島で合同研
修を行いました。

　1月 28 日から 1泊 2 日で、小中高生 25 名が 2

月の生涯学習フェスティバルに向けて、プラ板キー

ホルダーなどの創作活動や御池ハイキングを行いま

した。参加者は「実際に自然の中を歩き、自分の目

や耳で自然を感じることはとても気持ち良かった」

と霧島の悠然さを感じる研修となりました。

冬の霧島で自然を体験しました

韓国の大学生が野球合宿
韓国の強豪野球部、東

ト ン グ

国大学野球部の 33 名が有明野
球場で合宿を行っています。

　1月 23 日、市長が激励のため有明野球場を訪れ、

スポーツ団体誘致推進協会が黒豚 1頭を贈りまし

た。同大学野球部は、昨年の全国大学野球選手権大

会で優勝、プロ野球選手を 2名輩出した強豪校です。

合宿は 3年連続 3回目となり、今年は１月 21日か

ら 2月 22日まで合宿する予定です。

　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 

■問い合わせ先：農政畜産課　農政係　℡：474-1111（内線 427）

田
舎
の
た
し
な
み
。【
冬
】

　
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
山
漁
村
で
暮
ら
す
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で
生
み
出
し
た
「
生
活
の
知
恵
（
旬
の
食

材
の
保
存
方
法
や
、
便
利
な
道
具
の
開
発
な
ど
）」
を
研
究
し
、
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
「
生
活
の
知
恵
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

自
然
の
色
合
い
を
楽
し
む 

～  

自
宅
の
キ
ッ
チ
ン
で
で
き
る
「
草
木
染
め
」  

～

天
然
の
植
物
を
植
物
染
料
と
し
て
染
め
る
『
草
木
染
め
』。
自
然
の
中
に
あ
る
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
簡
単
に
草
木
染
め
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
染
め
た
ス
カ
ー
フ
を
巻
い
て
出
か
け
れ
ば
、
普
段
の
服
装
が
華
や
か
に
な
り
ま
す
よ
。

冬 ～ 『草木染め』

【絹スカーフの草木染め】

《材料：絹のスカーフ１枚（20g）分》

●緑茶：20 ｇ（布重量の 50 ～ 100％）

●玉ねぎの皮：10 ｇ（布重量の 50％）

●焼ミョウバン：２ｇ（布重量の 6％）

《作り方》

自然の恵みで優しく染める

① 布は事前に糊や汚れを落としておく。

　 染液を 2 種類作る（緑茶と玉ねぎ）。

だしパックに入れた緑茶を、水２L で

約 5分間煮出す。

　 玉ねぎの皮は水２Ｌで 5 分間煮出して、

ザルでこして皮を取り除く。

②  【1 回目の染め】布を緑茶の染液に入

れ、5～ 10 分間泳がせる。この際、染

液の温度は約 70℃を保つよう心がける。

③ 水でざっと洗い、しぼった後、焼ミョ

ウバンを溶かしたぬるま湯（湯１Ｌ、

焼ミョウバン 2 ｇ）に 10 ～ 15 分間泳

がせた後、ざっと水で洗う。

④ お好みで染布に装飾を加える。（輪ゴ

ムで縛ったり、直接結び目を入れるこ

とで染に模様が入る）

⑤ 【2 回目の染め】布を玉ねぎの染液に

入れ、混ぜながら約 90℃で 5 ～ 10 分

間泳がせる。最後に良く水で洗い、乾

燥させて完成。

≪ポイント≫

　 染材料は乾燥させることで色が出やす

くなります。

　 草木染の材料はこの他、身近にある植

物を使うことが出来ます。（例：梅、桜、

マリーゴールド、よもぎ、茜、紅茶、コーヒー等）

① 染液を作る

④ 装飾を加える

⑤ 2回目の染め

② 1 回目の染め

Ａ： 1 回目に緑茶、2 回目に玉ねぎで染
めたもの。

Ｂ ：1回目、2回目共に緑茶で染めたもの。

材料や染め方を変えれば、多くのパター
ンが楽しめます。

完成

ＡＢ
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昨
夏
の
第
九
十
八
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
鹿

児
島
大
会
に
お
い
て
、
本
校
野
球
部
が
準
々
決
勝

で
シ
ー
ド
校
の
れ
い
め
い
高
校
に
見
事
逆
転
勝
ち

を
収
め
、
発
足
以
来
初
の
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
ま

し
た
。
準
々
決
勝
、
準
決
勝
の
全
校
応
援
は
在
校

生
徒
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
吹
奏

楽
部
や
応
援
団
を
先
頭
に
迫
力
あ
る
応
援
が
で
き

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
高
校
生
活
の

良
き
思
い
出
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

準
決
勝
の
鹿
児
島
実
業
高
校
と
の
試
合
で
も
、

随
所
に
本
校
生
ら
し
い
粘
り
の
あ
る
プ
レ
ー
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
下
級
生
の
多
い
チ
ー
ム
で
し

た
が
、
三
年
生
を
中
心
に
ま
と
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
上
で
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
姿
は
見
る
者
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。
平
日
の
練
習
時
間
が
わ
ず
か

一
時
間
半
と
い
う
中
で
勝
ち
進
み
、
志
布
志
高
校

の
新
た
な
歴
史
を
築
い
て
く
れ
た
野
球
部
の
生
徒

た
ち
に
は
、
本
当
に
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。
こ

の
夏
の
大
会
を
通
し
て
、
ま
た
そ
こ
に
臨
む
ま
で

の
期
間
で
、
生
徒
た
ち
は
自
分
た
ち
の
目
標
と
す

る
も
の
、
そ
し
て
志
布
志
高
校
野
球
部
の
目
指
す

も
の
は
何
な
の
か
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
な
が

ら
成
長
を
続
け
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
で
す
。
多
く
の

先
輩
方
が
繋
い
で
く
れ
た
タ
ス
キ
を
後
輩
に
つ
な

ぐ
べ
く
、
志
を
高
く
、
文
武
両
道
の
精
神
で
更
な

る
高
み
を
目
指
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
力
強
い
応
援
で
試
合
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
保
護
者
や
卒
業
生
の
皆
様
、
友
情
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た

鹿
屋
高
校
・
曽
於
高

校
野
球
部
の
皆
さ
ん
、

更
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
て

応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
地
元
の
皆
様
、
全

て
の
方
々
に
感
謝
し

ま
す
。

図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

１
月
の
新
刊

　

今
年
は
酉
年
！
と
い
う
こ
と
で
、
ニ
ワ
ト

リ
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
「
と
り
」
さ

ん
の
絵
本
を
集
め
ま
し
た
。
ど
ん
な
と
り
さ

ん
が
い
る
か
、
見
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
！

　

そ
の
他
に
、「
免
疫
力
」「
マ
ラ
ソ
ン
」
の

テ
ー
マ
も
あ
り
ま
す
。

「干
え と

支  2017 年は酉
とり

」 図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
◆図書館まつりを２月 25日（土）・26日（日）に開催します。
　2 月 25 日（土）10 時から読書感想文・感想画表彰式、かごしま弁のお

はなし会、図書館まつりおはなし会、アニメ上映会、2 月 26 日（日）10

時から工作、ミニおはなし会、本探しゲーム、一箱古本市、スタンプラリー

などを行います。また 18 時から志布志子ども劇場「人形劇団クラルテ」の

公演があります。４歳以上は入場券（1,000円）が必要となります。

◆落語絵本でおなじみの「川端 誠 絵本ライブ＆講演会」を開催します。
　３月 18 日（土）10 時から絵本ライブ、13 時 30 分から講演会「絵本と

ともに旅をして」を開催します。

◆ 志布志線・大隅線廃止 30 年記念、しぶしぽっぽクラブ写真展と
エッセイ～私と志布志駅（音のある風景）朗読会を開催します。

　●写真展：３月４日（土）～ 12日（日）　　10時 30分～ 16時

　　会場：志ふれあい交流館ホール

　●エッセイの朗読会と志布志駅を語る会：３月 11 日（土）13時～

　　会場：志ふれあい交流館ホール

※ 上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

◆
「
炸
裂
志
」　  

閻 

連
科
／
著 

　
泉 

京
鹿
／
訳 

　
作
家
・
閻
連
科
は
、
市
長
に
依
頼
さ
れ
て
炸
裂

市
の
歴
史
を
綴
っ
て
い
く
―
。
問
題
作
を
世
に
問

い
つ
づ
け
る
著
者
が
、
躍
進
す
る
中
国
の
地
方
都

市
を
舞
台
に
描
い
た
、
盗
賊
と
娼
婦
の
ピ
カ
レ
ス

ク
年
代
記
。
エ
ッ
セ
イ
「
神
実
主
義
と
は
何
か
」

他
も
収
録
。

河出書房新社

◆ 

「
幻
庵
　
上
・
下
」 

 

百
田 

尚
樹
／
著 

　
幕
末
前
夜
、
破
天
荒
な
夢
を
持
っ
た
風
雲
児
が

い
た
。
幻
庵
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
数
多
く
の
天

才
た
ち
。
男
た
ち
の
闘
い
が
、
い
ま
は
じ
ま
る
！ 

青
春
歴
史
小
説
。『
週
刊
文
春
』
連
載
に
加
筆
し

書
籍
化
。

文藝春秋

児 

童
■
「
ル
ル
と
ラ
ラ
の
ア
ロ
ハ
！ 

パ
ン
ケ
ー
キ
」 

作
・
絵
：
あ
ん
び
る 

や
す
こ

■
「
銀
杏
堂
」 

 
 

作
・
絵
：
橘 

春
香 

■
「
ほ
ね
ほ
ね
ザ
ウ
ル
ス
⑰
は
っ
け
ん
！ 

か
い
て
い
お
う
こ
く
ホ
ネ
ラ
ン
テ
ィ
ス
」 

 
 

 
 

作
・
絵
：
ぐ
る
ー
ぷ
　
ア
ン
モ
ナ
イ
ツ 

一 

般
■
「
ク
ラ
ウ
ド
ガ
ー
ル
」 

 

著
：
金
原 

ひ
と
み

■
「
ま
た
、
桜
の
国
で 

」 
 

著
：
須
賀 

し
の
ぶ  

■
「
私
を
く
い
と
め
て
」 

 

著
： 

綿
矢 

り
さ

休館日のお知らせ
【２月】　15日（水）、20日（月）、27日（月）
【３月】　６日（月）、13日（月）、15日（水）、21日（火）、27日（月）

おはなし会へ出かけよう！
２月・３月（土曜日開催）

本館
10時30分 〜

２月 11 日、18 日
３月 ４ 日、11 日

志布志分館
10時30分 〜 ２月 18 日

香月分館
10時30分 〜 ２月 18 日

安楽分館
14時 〜 ２月 28 日（火）

松山分館
14時 〜 ２月 18 日

有明分館
10時 〜 ２月 18 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」
　【毎週日曜日 午後３時〜】
　２月 19 日、26 日
　３月 19 日
※ 内容は「おばけの地下室たんけん」など。

第
98
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
鹿
児
島
大
会
初
の
ベ
ス
ト
４
進
出
!!

■問い合わせ先：教育総務課　総務係 　Tel ：472-1111（内線 311）

　

尚
志
館
高
校
は
部
活
動
も
盛
ん
で
す
。
部
活
動
を

通
し
て
心
身
を
鍛
え
、
友
情
を
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
部
活
動
を
振
り
返
る
と
、
何
は

さ
て
お
き
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
躍
で
し
ょ
う
。
県
総

体
サ
ッ
カ
ー
競
技
大
会
で
は
、
今
ま
で
目
標
と
し

て
き
た
兄
弟
校
の
鹿
実
と
準
々
決
勝
で
対
戦
し
、

逆
転
勝
利
で
準
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。
全
校
応
援

で
臨
ん
だ
戦
い
は
女
子
生
徒
達
の
必
死
の
声
援
も

む
な
し
く
鹿
児
島
城
西
に
涙
を
の
み
ま
し
た
。

　

次
の
ス
テ
ー
ジ
は
高
校
生
の
集
大
成
と
も
い
え

る
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
の
県
大
会
。
先
年

春
の
選
抜
で
甲
子
園
に
出
場
し
た
野
球
部
と
同
じ

よ
う
に｢

大
隅
か
ら
初
の
全
国
へ｣

の
強
い
気
持

ち
で
出
場
し
ま
し
た
。
初
戦
は
Ｐ
Ｋ
５
‐
３
で
の

辛
勝
。
2
回
戦
は
８
‐
０
で
快
勝
。
準
々
決
勝
は

相
手
の
堅
守
を
こ
じ
開
け
１
‐
０
で
競
り
勝
ち
ま

し
た
。
そ
し
て
準
決
勝
の
相
手
は
県
総
体
と
同
じ

鹿
児
島
城
西
。
借
り
を
返
す
絶
好
の
機
会
で
し
た

が
、
鉄
壁
を
誇
る
守
備
陣
を
崩
す
こ
と
が
で
き
ず

０
‐
２
で
の
負
け
。
4
年
前
、
こ
の
大
会
で
決
勝

ま
で
勝
ち
進
ん
だ
先
輩
の
雄
姿
を
見
て
、
本
校
で

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
入
学
し
て
き
た

彼
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
こ
こ
で
終
了
し
、
後
輩
た

ち
に
夢
を
託
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
新
聞
は
総
評
で｢

尚
志
館
は
持
ち
味
の
堅

守
速
攻
が
光
り
…
優
勝
し
た
鹿
児
島
城
西
に
も
好
機

を
つ
く
っ
た
。
県
総
体
に
続
く
４
強
入
り
で
〝
大
隅

の
雄
〟
と
し
て
存
在
感
を
示
し
た｣

と
大
い
に
讃
え

て
く
れ
ま
し
た
。
３
年
生
は
も
う
す
ぐ
卒
業
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
健
闘
を

祈
念
し
ま
す
。

　

現
在
、
サ
ッ
カ
ー

部
員
は
１
・
２
年
生

合
計
41
名
、
全
国
大

会
出
場
の
悲
願
を
達

成
す
る
た
め
、
毎
日

厳
し
い
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
大
活
躍
！
県
大
会
連
続
ベ
ス
ト
４
進
出
!!

県総体　対鹿児島城西戦
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最
終
回 

人
々
を
繋つ
な

ぐ
ま
つ
り　
　
　
　
　

　
　
　
　

～
志
布
志
麓
の
さ
ん
ぽ
路み
ち

～

　

宝
満
寺
は
奈
良
時
代
、
聖
武
天
皇
の
発
願

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
勅ち
ょ
く
が
ん
じ

願
寺
で
す
。
境
内

の
入
り
口
に
は
何な
ん
ぴ
と人

も
馬
か
ら
降
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
「
下げ
ば
さ
つ

馬
札
」
の
石
柱
が
あ
り
、

高
い
格
式
が
伺
え
ま
す
。
約
六
百
年
前
の

犬い
ん
の
ば
ば

之
馬
場
の
合
戦
で
戦
っ
た
隈く

ま
た
ば
る

田
原
兄
弟
の

仁
王
像
が
守
護
し
て
い
ま
す
。
鯉
が
泳
ぐ
池

か
ら
見
上
げ
る
岩
に
根
差
し
た
大
き
な
楠
は
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
石
橋
や
網
掛
観
音
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

本
堂
の
観
音
堂
は
、「
戌
の
日
」
に
安
産
祈

願
の
方
々
が
多
く
訪
れ
ま
す
。

　

前
川
縁
を
上
流
に
進
む
と
、
大
き
な
楠

と
「
志
布
志
地
名
発
祥
の
地
」
の
札
が
小
渕

橋
の
袂
た
も
と

に
あ
り
、
天
智
天
皇
の
腰
掛
石
の
伝

説
が
あ
り
ま
す
。
橋
を
渡
る
と
県
道
三
号
線
。

右
に
曲
が
る
と
清
水
氏
庭
園
、
大
性
院
、
左

に
廻
る
と
小
渕
馬
場
、
若
宮
馬
場
、
御
仮
屋

跡
（
現
志
布
志
小
学
校
）、内
城
跡
へ
。
途
中
、

阿
多
氏
庭
園
、
福
山
氏
庭
園
と
続
き
、
武
家

門
や
九く
ぼ
ん
じ
あ
と

品
寺
跡
（
尼
寺
）
も
あ
り
ま
す
。

　

麓
の
若
宮
神
社
は
、
和
銅
年
間
の
創
建
と

伝
え
ら
れ
、
約
千
二
百
年
前
に
安
楽
山
宮
神

社
に
合ご
う
し祀
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
神
殿
は

約
三
百
年
前
に
再
建
さ
れ
た
棟
札
の
記
録
が

あ
り
、
志
布
志
地
方
で
最
も
古
い
木
造
建
造

物
で
す
。
衣
冠
束
帯
の
阿あ
う
ん吽

随ず
い
し
ん
ぞ
う

神
像
は
県
内

で
も
少
な
く
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

今
年
の
２
月
19
日
に
は
、
安
楽
山
宮
神

社
か
ら
若
宮
神
社
ま
で
検け

び

い

し

非
違
使
役
の
少

年
に
警
護
さ
れ
て
神
様
が
お
見
え
に
な
る

「
市
い
ち
わ
た
り
さ
い

渡
祭
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
志
布
志
麓　

歴
史
さ
ん
ぽ
」
で
は
、
地
域

の
皆
様
に
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
鹿
児
島

県
立
図
書
館
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館
で
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

お
わ
り

写
真
・
文
： 

東
郷
恵
子（
志
布
志
麓
住
人
、落
語
大
好
き
）

■問い合わせ先：教育委員会  生涯学習課  文化財管理室  指定文化財係　℡：472-1111（内線 343）

志 布 志 麓 の 魅 力 を 全 6 回（ 隔 月 ） に わ た り お 伝 え し ま す。

温
知新

故

前川河口近くの街路の柳や、ぽつぽつ咲き始めた枝垂れ梅を見ながら散歩をしている方が多くなりました。
春を迎えると、五穀豊穣を願う神社のまつりやお釈迦さまを祝う行事が行われます。
今回は宝満寺跡から対岸の内城跡を見ながら右回りに散歩です。

志布志麓
ふもと

歴 史
さん
ぽ

宝満寺跡と観音堂

若宮神社

志布志地名発祥の地と小渕橋

市渡祭の様子

シャンシャン馬参加カップル
●�対象：平成 28 年５月１日から平成 29 年６月 30 日

までに結婚、もしくは結婚が決まったカップル

●�募集組数：５組　応募多数の場合は抽選会を行います。

※抽選予定日：３月 26日（日）10時

●�募集締切：３月１日（水）当日消印有効

●�参加費用：

①�仏前結婚式カップル（１組）：６万 5千円（シャンシャ

ン馬乗馬代を含む）

②��シャンシャン馬カップル（４組）：各５万 5千円

ハンヤ節踊り連
●�募集対象：５人以上の団体　（市内外問いません）

●�募集締切：３月 10日（金）

●�参加費用：参加者１人につき１００円

未来のシャンシャン馬　花嫁・花婿
●�募集対象：小学校 3年生まで

●�募集締切：３月１日（水）

●�募集組数：３組　応募多数の場合は抽選会を行います。

※抽選予定日：３月 26日（日）10時

●�参加費用：無料（着物の準備、着付けは各自負担）

稚児行列
●�募集対象：２歳～３歳　（体重 17キロ以下）

●�募集組数：20組　※先着順、定員になり次第締切

●�募集開始：３月 12日（日）13時から※申込先：金剛寺

●�参加費用：１組５千円

●�その他：かごの担ぎ手（２人）は参加者で手配してく

ださい。まつり当日の１週間ほど前に、衣装の引渡し

と説明会があります。

※�「シャンシャン馬参加カップル」「ハンヤ節踊り連」

の申込書などは志布志市観光特産品協会、市役所港湾

商工課及び各支所にあります（市のホームページから

もダウンロード出来ます）。

■ シャンシャン馬参加カップル、ハンヤ節踊り連、未来のシャンシャン馬の問い合わせ・申込み先：

　お釈迦祭り実行委員会　事務局（志布志市観光特産品協会）　℡：472-8028

■稚児行列の問い合わせ・申込み先：金剛寺　℡：472-0125

参加者募集中

お釈迦まつり
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～ 2019 年度までの撲滅を目指して～

メリケントキンソウ撲滅対策マニュアル

本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 131 〜 134）
松山支所 総務市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

　メリケントキンソウは南アメリカ原産のキク科の越年 1 年草です。繁殖力が旺盛な外来植物ですが、法的な位置づけは
ありません。公園や家庭の庭、駐車場、ごみステーションなど、地肌が見える明るい場所に多く繁殖し、草丈は３〜 20cm
程度になります。果実にあるトゲが靴底、タイヤなどに刺さり拡散していきます。
　一度生えてしまうと、翌年には一面に繁殖してしまうため、発見したら早めの駆除をお願いします。

春

夏

秋

冬

外来植物メリケントキンソウの成長サイクルを知ろう

 茎は、枝別かれし、地表に覆い

かぶさるように成長していく。
成長

 最初に株の中心部に花をつけ果実と

なる。頭花の直径は７〜 10 ｍｍ程度。
開花

 分岐枝部に緑色の果実（トゲ）をつける。

緑色の果実の径は５〜７ｍｍ程度。
結実

株の中心部に黄色の花が咲く。

分枝した枝に黄色の花がつく。

花弁の中に刺のついた種子を

準備する。

枝 に 緑 色 の 果 実、

約 25 〜 40 本程の

トゲがつく。

 結実した果実は、熟すと茶褐色のトゲ（成

熟種子）になり危険な時期である。
種子
熟成

トゲ（成熟種子）は、２〜

３ｍｍ程度で端部は硬く、

鋭く尖っている。各トゲに

は種子がひとつずつ入る。

夏になるとすべて枯死する。翌年、秋以降

は、拡散された種子から発芽し、成長する。
枯死

９月頃から長期にわたり芽生え

がみられる。
発芽

株の中心から分岐

枝部へ順次花をつ

け果実となる。花

は外輪よりトゲが

形成される。

開花

結実
～

トゲ（種子）は、熟すとバラ
バラになりやすく、カブトガ
ニのような形をしている。

似た種との見分け方

・南アメリカ原産

・葉の先端が幅広く分裂している

・枝別れは無い、毛が少ない

・果実は株の中心に地面へ接しつく

・柔いトゲがある

・先端の葉が細長く明るい

・枝別れし毛が多い

・ 果実は株の中心から成長し、分

岐した枝に多量につく　　　

・硬く鋭いトゲがある

・南アメリカ原産

・茎や葉には悪臭がある

・茎は寝て横に広がる

・ 薄緑色や紫の小さな花が４〜８

月に開花

 メリケントキンソウが引き起こす問題

①人に鋭いトゲが刺さってけがをさせる恐れがある。

②靴の裏やタイヤに刺さり、　繁殖地を拡大している。

③農作業に影響がでる恐れがある。

④日本固有の在来植物の生育場所を奪ってしまう。

①トゲが肌に刺さりけが ②靴の裏に刺さり分布拡大

③耕作地に侵入  ④芝生の生育を阻害

 だから駆除対策が必要です

◆ 長い年月をかけて地域になじんできた公園や校庭の楽しい遊び場や農地、駐車場などの生活環境を守り、子どもたちの世代に引き
継ぐために行います。 　 

◆ メリケントキンソウは、繁殖力が強く、一度はびこると除去は、防御よりもはるかに困難です。気付かないうちに繁殖し、駆除が
追いつかなくなることが多いです。（市の駆除対策実施植物）　 

◆ 予防策は、一般的に、定着後にとる措置に比べて、はるかに費用対効果が高く、環境的にも望ましい。そのため、まずはメリケン
トキンソウを「入れない、捨てない、広げない」の外来生物法予防原則に則って対策することです。  　 

◆駆除対策手法を使用し、定期的な駆除作業と効果の確認をしながら撲滅を目指します。（早期発見と駆除）

①芽生え：種子からの芽生えが確認される期間。　②開花�：株の中心部～分岐枝部まで開花が続く期間。
③結実�：株の中心部や分岐枝部に果実が結実し、トゲのある成熟種子が飛散する危険な時期です。
④ 抜取り：物理的な除去を行い個体数を減少させます。手での抜き取りや工具を使って直接除去する。回収したメリケン
トキンソウは一般ゴミ袋で搬出します。

⑤ 除草剤：散布効果により除草回数を低減させます。農林水産省登録品の茎葉吸収移行型でグリホサート系の薬剤は安全で効
果的と考えられます。（希釈倍液で薬量や散布時間の節約が可能です。芝生の中は選択性のものを使用してください。）

⑥生育地拡大防止：靴底やタイヤのトゲ（種子）落としと、飛散した種子を吸着ロールや吸引除去し個体数を広げない対策を講じる。
※注意：刈り払い機による刈り取りは種子を拡散させる上、ちぎれた茎の節から芽をだして成長するので望ましくありません。

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

生活史

除去の

方　法

　下の表は、これまでの生態観察、駆除例から、生活史及び対策の適期について、おおよその目安の時期を記入したものです。
（生活史は土壌、生育地で異なります）。除去の適期には、抜き取り・除草剤の散布へのご協力をよろしくお願いします。

 メリケントキンソウの生活史と駆除対策手法の適期

①芽生え
②開花（株の中心部） 開花（分岐枝部）

③結実（株の中心部、成熟種子） ③結実（緑色果実、分岐枝部）
茶褐色果実（成熟種子）

枯死
④抜き取り適期 ④抜き取り適期

⑤除草剤散布適期

危険な状態
手袋を着用し、抜き取りやトゲの回収をする。

⑤除草剤散布適期

分岐枝部の種子生産を抑制する。開花や結
実（緑色）前に抜き取りや薬剤散布をする。

⑥生育地拡大防止適期

メリケントキンソウ

カラクサナズナ

シマトキンソウ

作成・写真提供：環境省　環境カウンセラー 　窪　健一 氏 



　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
と
同
じ

よ
う
に
、
冬
か
ら

春
に
か
け
て
流
行

す
る
感
染
症
で
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
何
？

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
か
か
る
病
気
で
、

呼
吸
器
系
の
疾
患
で
す
。
一
般
的
に
子
ど

も
が
多
く
、
１
歳
ま
で
に
半
数
以
上
、
２

歳
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
一

度
は
感
染
す
る
病
気
で
す
。
大
人
も
感
染

し
ま
す
が
、
症
状
も
軽
く
、
１
～
２
週
間

ほ
ど
で
治
り
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
何
度
も
か
か
る
た
め
、
気
付
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
小
さ
な

子
ど
も
や
心
臓
や
肺
の
疾
患
、
抵
抗
力
が

落
ち
て
い
る
人
な
ど
が
か
か
る
と
重
篤

な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

風
邪
に
似
て
い
る
け
れ
ど
…

　

軽
い
発
熱
や
喉
の
痛
み
、
鼻
水
、
軽

い
咳
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
風
邪

に
比
べ
て
長
期
化
し
や
す
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
病
気
が
進
行
す
る
と

次
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

●�

咳
が
ひ
ど
く

な
る
。

●�

呼
吸
を
す
る

と
ゼ
ー
ゼ
ー

と
聞
こ
え
る
。

●�
呼
吸
が
浅
く

な
る
、
呼
吸

が
し
に
く
い
。

●
眠
れ
な
い
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
肺
炎
、
気
管
支
炎

な
ど
で
入
院
が
必
要
に
な
り
、
最
悪
の

場
合
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
効
薬
は
な
い
！

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
は
特
効
薬
が
な
く
、

症
状
に
対
す
る
治
療
し
か
で
き
な
い
た

め
、
予
防
が
大
切
で
す
。

今
か
ら
で
き
る
予
防

●�

手
洗
い
：
こ
ま
め
に
、
よ
く
洗
う
。

　
（
下
の
図
を
参
考
。）

●
マ
ス
ク
着
用
：
人
に
う
つ
さ
な
い
。

●�

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
：
ド
ア
ノ
ブ
、
手

す
り
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
。

●
人
ご
み
を
避
け
る
。

●�

水
分
補
給
：

　

こ
ま
め
に
、多
め
に
。

●�

体
を
休
め
る
：

　

休
養
、
睡
眠
。�

●
環
境
を
整
え
る

①
室
温
18
～
20
度
、

湿
度
50
～
60
％

②
２
～
３
時
間
お
き
に
換
気

　

大
し
た
症
状
じ
ゃ
な
い
と
油
断
せ
ず
、

家
族
み
ん
な
で
気
を
付
け
て
、
元
気
に

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（２月・３月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 〜 168）　問
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母子手帳の交付日は…
● 本庁：第１・第３水曜日の午後　　● 松山支所：第２・第４水曜日の午前　　● 志布志支所：毎週月曜日の午前

２月・３月の日曜・祝日当番医

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

大
人
も
か
か
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス　

～
知
っ
て
家
族
で
取
り
組
も
う
～

今月お話しするのは…

保健師の佐別當です！２月

３月
５日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

12 日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

19 日 大山病院 （内科） ℡472-1400

手塚クリニック （内科、外科） ℡472-5565

20日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

26 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

む
し
歯

１月に行われた５歳児歯科検

診で、むし歯も処置歯も無かっ

た子どもたちです！

続きは 41 ページに掲載して

います。

　 翔
かける

琉 ちゃん

　 結
ゆいと

斗 ちゃん

　 紅
く れ は

葉 ちゃん

　 仁
じん

 ちゃん

19 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

26 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

２ 月 1 5 日（水）：健康ふれあいプラザ
３ 月 1 6 日（木）：健康ふれあいプラザ

３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

２ 月 2 2 日（水）：健康ふれあいプラザ
３ 月 2 4 日（金）：健康ふれあいプラザ

乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

３ 月 ８ 日（水）：健康ふれあいプラザ

両親学級【９：20 ～９：30 受付】

３ 月 ５ 日（日）：健康ふれあいプラザ

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

２ 月 1 7 日（金）：健康ふれあいプラザ

１歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】

２ 月 1 4 日（火）：健康ふれあいプラザ
２ 月 2 1 日（火）：やっちくふれあいセンター
３ 月 1 5 日（水）：川西地区公民館

育児相談【10：30 ～ 12：00】

２ 月 1 4 日（火）：健康ふれあいプラザ
２ 月 2 1 日（火）：やっちくふれあいセンター
３ 月 1 5 日（水）：川西地区公民館

育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】

２ 月 2 4 日（金）：健康ふれあいプラザ
３ 月 2 3 日（木）：健康ふれあいプラザ

手をきれいに洗いましょう

手のひら 手の甲 指先・つめ 指の間 親指 手首

1 ２ ３ ４ 5 6



文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：鬼火焚き（泰野地区）】

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

風
邪
も
癒
え
襟
足
あ
ら
は
に
髪
を
切
り
琴
の
音
色
に
秋
風
そ
よ
ぐ	

	　
　
　
　

畑　

美
佐
子

熱
帯
夜
明
け
の
光
に
お
ど
ろ
か
む
菩
提
樹
に
咲
く
は
じ
め
て
の
華	

	　
　
　
　

前
原　
　

恭

何
ご
と
も
き
っ
ち
り
せ
ね
ば
済
ま
ぬ
夫
病
室
に
あ
り
て
も
家
に
い
る
ご
と	　
　
　
　

野
口　

順
子

喉
渇
き
心
渇
き
て
眞
夏
日
の
メ
ロ
ン
の
甘
さ
わ
が
舌
を
刺
す	

	　
　
　
　

石
橋　

道
子

童
ら
も
遊
び
つ
か
れ
し
夕
暮
れ
や
狂
い
咲
き
た
る
さ
く
ら
二
輪
の	

	　
　
　
　

川
添
八
重
子

猛
暑
過
ぎ
迎
え
し
秋
は
台
風
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
怯
ゆ
る
日
々
の
始
ま
り	

	　
　
　
　

中
島　
　

昭

夏
す
ぎ
て
そ
よ
吹
く
風
の
こ
こ
ち
よ
く
赤
く
咲
き
た
る
百
日
紅
ゆ
ら
す	

　
　
　
　

吉
元
ミ
チ
子

銅
像
の
修
正
あ
る
か
と
向
か
う
街
富
山
に
生
き
の
夫
が
居
た
り	

	　
　
　
　

大
迫　

鈴
子

散
歩
路
の
す
す
き
穂
か
す
か
に
目
に
入
り
て
触
れ
れ
ば
柔
ら
な
穂
の
膨
ら
み
よ	　
　

藤
田
ミ
チ
子

台
風
で
な
ぎ
倒
さ
れ
し
庭
花
木
生
き
か
え
っ
て
ね
と
支
柱
を
立
て
る	

	　
　
　
　

山
口　

カ
ツ

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

鬼
火
焚
き
尽
き
て
静
寂
の
生
ま
れ
け
り	

　

川
上　
　

豊

石
段
を
二
段
飛
び
し
て
初
詣	

　

北
野　

治
美

笑
ひ
顔
似
た
る
親
子
や
雪
だ
る
ま	

　

吉
村　

万
里

冬
茜
雲
の
翼
を
染
め
あ
げ
て　
　

	

　

北
川　

雨
水

ド
ア
越
に
差
し
入
れ
さ
る
る
流は
や
り
か
ぜ

行
風
邪	

　

刀
坂
由
美
子

読
経
す
る
声
を
し
づ
か
に
冬
の
朝	

　

堂
園　

悦
子

年
酒
酌
む
母
の
健
在
有
り
難
し　
　
　
　
　

今
井　

洋
子

禅
寺
や
耐
へ
て
紅
差
す
寒
椿	

　

福
留
ま
り
子

晦み
そ
か
そ
ば

日
蕎
麦
土
間
の
に
ぎ
は
ひ
香
り
け
り	

　

熊
谷　

啓
子

冬ふ
ゆ
そ
う
び

薔
薇
風
を
粗
砥
に
棘
を
研
ぐ	

　

和
田　

洋
文
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三
行
詩
（
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞
作
品
）

　
「
早
く
ち
こ
く
す
る
じ
ゃ
ん
」
っ
て
言
う
け
ど
、

　
「
お
い
て
行
く
か
ら
ね
。」
っ
て
言
う
け
ど

　

ぜ
っ
た
い　

ま
っ
て
る
、
ぼ
く
の
に
い
ち
ゃ
ん

	
	

	

有
明
小
学
校
２
年　

黒　

拓
真

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

兼
題
　「
大う

じ
も霜

」　
大う
じ
も霜
朝あ

せ  

生こ

ど徒
ま
素は
だ
し足
で  

頑き

ば張
ら
せ
っ 

　
　
丸
目 

南
兵
衛

（
評
）�戦
前
の
小
・
中
学
校
の
朝
礼
は
全
て
裸
足
だ
っ
た
。
若
干
の
身
動
き
も
出
来
ず
、
教
室
に
戻
っ
て
仲
間
と
足

を
温
め
合
っ
た
記
憶
が
脳
裏
に
残
る
。
そ
し
て
蓄
え
た
そ
の
気
力
・
体
力
が
今
を
生
き
る
糧
だ
と
は
感
涙
。

試
合
題
　「
酉と

い

」　
鳥と
い

の
如ご

っ  

飛と

べ
ち
酉と
い
ど年

し  

幸ふ運
を
願ね
ご

っ 

　
　
小
蓬
原 

忠
則

（
評
）	申
年
が
明
け
て
丁
ひ
の
と
と
り酉
を
迎
え
た
。
年
頭
に
こ
の
一
年
の
幸
運
を
願
う
こ
と
は
み
ん
な
同
じ
。
若
し
人
間
が
鳥

の
よ
う
に
大
空
を
自
由
に
飛
翔
で
き
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
強
大
な
幸
運
を
招
く
。
誇
張
が
効
い
た
。

兼
題
　「
乗の

っ
」　
歳と

し
ゅ
取と

れ
ば  

乗の

い
が
な
っ
と
は  

電で
ん
ど動
カ
ー 

　
　
稲
付
　
通
夫

（
評
）�最
近
高
齢
者
の
運
転
事
故
の
話
題
が
広
が
り
、
実
際
に
色
々
な
施
策
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
主
人
公
も
そ
の

一
人
。
高
齢
に
な
っ
て
誰
か
ら
も
お
咎
め
な
く
、
悠
々
と
乗
れ
る
の
は
電
動
車
だ
け
と
い
う
中
７
の
滑
稽
さ
。

兼
題
　「
参も
の
め
い詣

」　
参も
の
め
い詣

の  

痛い

て
膝つ
ん
ぶ
し頭

に  

老と齢
し
ゅ
ば
知
っ 

　
　
平
田
　
光
夫

�（
評
）	初
詣
に
続
い
て
年
間
神
社
・
仏
閣
等
を
参
詣
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
神
社
等
は
概
ね
階
段

が
待
ち
受
け
て
、
そ
の
度
に
膝
頭
が
痛
む
。
い
よ
い
よ
高
齢
期
突
入
と
い
う
こ
と
か
？
祈
安
全
歩
行
。

兼
題
　「
乗の

っ
」　
乗の

い
換か

え
っ  

逆ぎ
ゃ

き
行い

っ
電で

ん車
し
ぇ 

狼ば
た
ぐ狽
ろ
っ 

　
　
畑
山
　
敏
昭

�（
評
）�ま
さ
か
そ
ん
な
ご
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
。と
こ
ろ
が
、あ
る
日
あ
る
時
、支
線
か
ら
乗
り
換
え
た
駅
で
、な
ん

と
反
対
方
向
へ
走
り
出
し
た
。思
考
不
足
、騒
然
た
る
胸
中
は
察
す
る
に
余
り
あ
り
。着
地
点
は
何
処
へ
。
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志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こころざし ブランド通信 Shibushi Brands News 
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志
布
志
市
の
本
質
的
な
価
値
や
発

展
の
可
能
性
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
コ

ラ
ム
、
今
回
は
「
志
布
志
の
地
方
創

生
成
功
の
カ
ギ
」
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
に
政
府
が
５
か
年
計

画
を
掲
げ
始
ま
っ
た
「
地
方
創
生
」、

今
年
は
そ
の
中
間
折
り
返
し
を
迎
え

る
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
全
国
各
地
で
の
金
融
機

関
や
民
間
企
業
と
自
治
体
と
の
包
括

提
携
な
ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
連
日
の
よ
う
に
地

方
創
生
関
連
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
コ
ラ
ム
で

も
、
全
国
的
な
地
方
創
生
の
動
き
や

志
布
志
市
の
取
組
に
つ
い
て
様
々
な

角
度
か
ら
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
当
初
、「
地
域
活
性
」「
地

域
創
生
」「
地
域
共
生
」
と
い
っ
た
類

語
と
混
同
し
て
使
わ
れ
て
い
た
「
地

方
創
生
」
と
い
う
言
葉
も
、
だ
い
ぶ

共
通
言
語
と
し
て
定
着
し
た
感
が
あ

り
ま
す
が
、
一
方
で
、
そ
の
内
容
は

多
様
な
意
味
・
目
的
を
含
ん
で
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
「
地
方
創
生
」
は
、
各

方
面
の
有
識
者
で
つ
く
る
政
策
発
信

組
織
「
日
本
創
成
会
議
」
の
人
口
減

少
問
題
検
討
分
科
会
（
座
長
・
増
田

寛
也
元
総
務
相
）が「
２
０
４
０
（
平

成
52
）
年
に
若
年
女
性
の
流
出
に
よ

り
全
国
の
８
９
６
市
区
町
村
が
「
消

滅
」
の
危
機
に
直
面
す
る
」
旨
の
試

算
結
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
地

域
崩
壊
や
自
治
体
運
営
が
行
き
詰
ま

る
懸
念
が
あ
る
と
し
て
、
東
京
一
極

集
中
の
是
正
や
魅
力
あ
る
地
方
の
拠

点
都
市
づ
く
り
な
ど
を
提
言
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
日
本
政
府
が
本
格
的

な
取
組
を
始
め
た
こ
と
に
端
を
発
し

て
い
ま
す
。

（
な
お
、
こ
の
試
算
結
果
に
よ
る
と

鹿
児
島
県
は
県
下
の
69
・
８
％
の
自

治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性
の
あ
る
地

域
と
し
て
全
国
的
に
高
い
数
値
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
は
「
地
方
創

生
」
の
定
義
が
明
文
化
さ
れ
た
文
章

は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
ま
さ
に
「
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
そ
の
実
情
に
合
わ
せ
た
意

義
を
見
出
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
」
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
が
、

持
続
的
で
一
貫
し
た
取
組
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
や
目
的
の
共
通
理
解
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

こ
の
点
、
政
府
関
連
資
料
等
に
照

ら
し
て
考
え
て
み
る
と
、

（「
地
方
創
生
」
と
は
、）
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
日
本
全
体
の
活

力
を
上
げ
る
た
め
、

①�

地
方
に
仕
事
を
つ
く
り
、
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
す
る

②�

地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る

③�

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る

④�

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

と
い
っ
た
基
本
目
標
に
資
す
る
「
新

型
交
付
金
」「
特
区
制
定
」「
情
報
・

人
材
支
援
」
等
の
一
連
の
施
策
・
取

組
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
※1

　

ま
た
、
よ
り
一
般
的
に
は
『
国
内

の
各
地
域
・
地
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
生
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的

『地方創生の本質的な意味と志布志の地方創生成功のカギ
〜政府５か年計画 折り返しを迎えるにあたり〜』

こころざしコラム　第 33回
コラムニスト：ふじやま学校 
代表取締役 坂本貴弘　神奈川
県出身。志布志ブランド推進
アドバイザーとしてブランド
作りに携わる。東京大学卒業。

本庁�企画政策課�地方創生推進室（シシガーデン事務局）℡：474-1111（内線 254）問

な
社
会
を
形
づ
く
る
こ
と
。
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
方
の
あ
り
方
を
築
く
こ

と
。』（
新
語
時
事
用
語
辞
典
）
と
い

う
言
い
方
も
さ
れ
て
お
り
、

　

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
地
方
創

生
と
は
東
京
一
極
集
中
の
人
口
問
題

に
資
す
る
「
移
住
促
進
」「
地
場
産

業
の
活
性
化
」「
地
域
物
産
・
特
産

品
振
興
」「
人
口
流
出
の
抑
止
」「
出

生
率
の
向
上
」
と
い
っ
た
こ
と
に
効

果
が
期
待
さ
れ
る
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
た
取
組
全
般
を
意
味

す
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
方
創
生
の
本
質
的
な

意
味
に
照
ら
し
つ
つ
、
近
年
の
各
地

域
の
取
組
を
見
る
と
、

志
布
志
市
と
比
較
的
近
隣
の
関
西
以

南
の
四
国
や
九
州
圏
内
で
は
、

●�

徳
島
県
神
山
町
の
「
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
・
経
営
分
散
に
よ
る
企

業
誘
致
」

●�

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
の
「
公
民

連
携
の
地
域
再
生
遊
休
不
動
産
の

活
用
に
よ
る
雇
用
創
出
」

●��

宮
崎
県
日
南
市
の
「
シ
ャ
ッ
タ
ー

商
店
街
の
再
生
（
油
津
）」

な
ど
が
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
広
報
資
料

等
で
先
進
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
地
域
に
あ

る
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
限
活
用
し

た
素
晴
ら
し
い
事
例
で
す
が
、
一
歩

下
が
っ
て
冷
静
に
見
て
み
る
と
、
志

布
志
市
で
で
き
な
い
こ
と
、
足
り
な

い
も
の
は
何
一
つ
無
い
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。

　

端
的
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
要
は

や
る
か
、
や
ら
な
い
か
、
だ
け
の
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

前
回
コ
ラ
ム
（
第
32
回
『「
東
京

一
極
集
中
」
の
進
む
中
で
の
志
布
志

の
価
値
、
可
能
性
〜
新
し
き
平
成
29

年
を
迎
え
て
〜
』）
で
は
志
布
志
市

と
し
て
の
地
方
創
生
の
価
値
・
目
的

を
明
確
に
す
べ
き
こ
と
、「
地
方
に

し
か
無
い
も
の
の
価
値
を
い
か
に
高

め
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
な
ら
で
は
の
価
値
は
、

大
自
然
、
環
境
資
源
・
観
光
資
源
、

湧
水
の
恵
み
、
海
・
山
・
川
の
幸
に

よ
る
グ
ル
メ
、〝
志
〟
の
地
名
・
由

来
神
社
仏
閣
・
歴
史
的
建
造
物
、
伝

統
・
伝
承
行
事
、
港
、
そ
れ
ら
を
つ

な
い
だ
観
光
エ
リ
ア
（
例
：
ビ
ー
チ

リ
ゾ
ー
ト
、
歴
史
ア
ー
ト
）
と
し
て

の
魅
力
、
そ
し
て
志
高
き
人
…
な
ど

な
ど
本
コ
ラ
ム
で
も
挙
げ
て
き
た

数
々
の
コ
ト
、
モ
ノ
、
場
所
の
中
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
方
創
生
に
限
ら
ず
で
す
が
、
い

か
な
る
取
組
も
そ
の「
目
的
」と「
出

来
上
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
共
有
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
実
際
に
「
誰
が
や
る

の
か
、
や
り
た
い
の
か
、
や
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
」、
こ
れ
ら
を

突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
で
、
志
布
志

市
が
さ
ら
に
全
国
的
な
地
方
創
生
の

雛
形
に
台
頭
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が

る
と
思
い
ま
す
。

※
１�

：「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
抜
粋
要
約
（
平

成
26
年
12
月
27
日
閣
議
決
定
、

平
成
28
年
12
月
22
日
改
訂
）

志布志市の地方創生　
世界初「使用済み紙おむつ再資源化技術」
ユニ ･ チャーム社と実証試験を開始しました

　志布志市では、埋立ごみの約 2割を占める紙おむつの再資源化を目指し、今年度、内
閣府の地方創生加速化交付金事業を活用して、紙おむつ再資源化に取り組み、紙おむつ
の再資源化技術を有するユニ・チャーム株式会社（本社：東京都港区）及び地元の有限
会社そおリサイクルセンターと実証試験を開始する協定を 11月 1日に締結しました。
　今後、三者の共同により最適な収集方法の検討とそのリサイクル技術の構築に向け
た実証試験を行ってまいります。
（写真：11月 14日、市長がユニ・チャーム本社を訪問し、高原社長と懇談しました。）



◆公売方法：入札方式　　
◆�携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）
　公売保証金（現金または小切手で納めてください。）
※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書
◆その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

税の広場

今月の納税

口座振替日：

２ 月 2 8 日（火）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●国民健康保険税（10 期）
●介護保険料（10 期）
●後期高齢者医療保険料（10 期）

※�納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁��税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）�

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

納　期　限：

平成28年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成 28年度�４～ 12 月） 2 1 2 件
差押えの内容：
●債　権：38 件　●預貯金：121 件

●不動産：38�件　●給　与：13�件

●動　産：２�件
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不動産公売会を実施します。
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣病に
かかっている方の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい
ない場合の方が、統計的に「約 11万円」高くなっています。
特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになり
ますので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するよう
お願いします。　

シリーズ・国保

本庁��税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153）�問

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金
28-75 松山町新橋字山ノ田 1133 番６　　田　　1,790㎡ 138,000 円 ―
28-76 松山町新橋字山ノ田 1133 番７　　田　　819㎡ 76,000 円 ―
28-77 松山町新橋字下迫 2556 番　　山林　　1,967㎡ 54,000 円 ―
28-78 松山町新橋字東原 3932 番１　　山林　　321㎡ 16,000 円 ―
28-79 松山町新橋字榎ノ俣 3973 番 12　　原野（現況：山林）　435㎡ 18,000 円 ―
28-80 松山町泰野字駒ヶ塚 73 番１　　山林　　2,400㎡ 42,000 円 ―
28-81 志布志町帖字天神田 8283 番４　　雑種地　　3,167㎡ 37,000 円 ―

●２月 21 日（火）入札実施分（９時 30 分受付　10 時入札）　　入札会場：有明地区公民館小会議室１！

２ 月 2 7 日（月）

※市報しぶし１月号で掲載した売却区分番号28-44から28-46まで、28―49及び28-50の入札も同時に行います。
柔道整復師（整骨院・接骨院）の適正な受診にご協力ください！
　柔道整復師による施術は、負傷原因や症状等によって国民健康

保険を使える場合と使えない場合があり、健康保険が適用される

ケースは限られています。保険の適用が認められなければ施術料

は全額自己負担となりますので、ご注意ください。

　柔道整復師が患者に代わって保険請求をすることが認められて

いるため、自己負担割合分を支払うことで、施術を受けることが

できます。施術を受けたときは、療養費支給申請書の施術か所、

回数及び日数等をよく確認し、署名、押印してください。

国民健康保険が「使える」場合

●打撲　●ねんざ　●挫傷（肉離れ等）　●骨折　●脱臼の応急手当　

●骨折　●脱臼（医師の同意がある場合）

国民健康保険が「使えない」場合

●単なる肩こり　●筋肉疲労などに対する施術

●医療機関で同じ負傷などを治療中のもの

●労災保険が適用となる仕事中での負傷等

適切な受診をするこ

とで、医療費の伸び

の抑制につながりま

すので、ご協力をお

願いします。

■問い合わせ先：保健課�　国民健康保険係　�℡：474-1111（内線：122 ～ 125）

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

28-73 松山町尾野見字大段 2084 番４　　山林　　2,287㎡ 23,000 円 ―

28-74
有明町伊﨑田字奈良ヶ原 8780 番３　　宅地（現況：雑種地）　568.93㎡

居宅（廃屋）　木造セメント瓦葺平屋建　78.14㎡
8,000 円 ―

●３月 21 日（火）入札実施分（８時 30 分受付　９時入札）　　入札会場：有明地区公民館大会議室

※�３月公売会分は農地が含まれるため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出していただきます。「買
受適格証明」については、２月 28日（火）までに申請してください（転用しようとする場合の申請はできませ
ん）。詳細については、志布志市農業委員会（℡：487-2111�内線 302）までお問い合わせください。

※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

テレビでお知らせ！「国保でＨＯＴ情報」をご覧ください。

　「国保で HOT 情報」では、国保に関する情報や皆さんの市町村で行われている健康づくりや生活習慣病予防などの保

健事業の取組を、担当者の声を交えながらわかりやすく紹介しています。また、国保・介護保険の制度やしくみ、医師

などの専門家による生活習慣病の発症予防や重症化予防などもお伝えしていますので、ぜひご覧ください。

■問い合わせ先：鹿児島県国民健康保険団体連合会��℡：099-206-1034

国保に関する情報や健康づくりをご紹介

「国保でHOT情報」
毎週水曜日の午前 10時 20分から 10時 30分（６分間）

MBC テレビで放送中



若
者
の
暮
ら
し
に
潜
む
悪
質
商
法

◆
架
空
・
不
当
請
求

●�

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
で
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
た

ら
「
登
録
完
了
」
な
ど
と
表
示
さ
れ
高
額
な
料
金

を
請
求
さ
れ
た
。

●�
利
用
し
た
覚
え
の
無
い
有
料
サ
イ
ト
の
料
金
を
請

求
す
る
メ
ー
ル
が
突
然
送
ら
れ
て
き
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

●�

「
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
の
文
句
に
慌
て
て
自
分

か
ら
連
絡
す
る
と
個
人
情
報
を
教
え
て
し
ま
い
ま

す
。
身
に
覚
え
の
無
い
請
求
に
は
応
じ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

最
近
の
事
例
と
し
て
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入

を
指
示
す
る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

●�

カ
ー
ド
の
番
号
等
を
メ
ー
ル
や
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
伝
え
る
よ
う
指
示
を
す
る
事
業
者
は
詐
欺
の

疑
い
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
マ
ル
チ
商
法

●�

健
康
食
品
等
を
購
入
し
て
会
員
に
な
り
、
さ
ら
に

自
分
が
商
品
を
販
売
し
て
会
員
を
増
や
せ
ば
紹
介

料
が
入
る
と
い
っ
た
行
為
。

ア
ド
バ
イ
ス

●�

友
人
に
も
う
け
話
が
あ
る
と
誘
わ
れ
て
も
、
簡
単

に
次
の
人
を
誘
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

商
品
を
購
入
す
る
た
め
に
学
生
ロ
ー
ン
や
消
費
者

金
融
を
勧
め
ら
れ
た
ら
要
注
意
で
す
。

（
東
京
都
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
資
料
よ
り
）
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「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち

consumer�
affairs

消費生活相談
知ってる？

community

旧国鉄大隅線・志布志線の今昔写真
展が開催されます

　市では、市民が輝く「共生・協働・自立のまちづくり」

を目指して、市民団体、自治会等が地域の課題解決

に向け、自主的・継続的に取り組む公益的な事業に

対して補助金を交付しています。

　今回は、共生・協働・自立の市民活動支援事業を

活用する「しぶしポッポ倶楽部」の取組を紹介します。

　旧国鉄時代に大隅線・志布志線が廃線になって今

年で 30 年を迎えましたが、そのことを知る人も少

なくなり、存在自体も忘れ去られようとしています。

しかし、現在でも沿線には当時を思い出すことがで

きる遺構が数多く点在しています。そこで当時、鉄

道を利用していた方は、昔を懐かしみ、当時を知ら

ない世代の方には、当時の志布志市を知る機会とし

て、また、地域資源としてまちづくりに役立てても

らうため、次のとおり写真展を開催します。

廃線から 30 年 “ 蘇れ ” 昭和の記憶

大隅線・志布志線今昔写真展

◆日時�：３月４日（土）

～３月 12日（日）

　　　　10時～ 17時

《３月６日（月）休館日》

※入場無料　　　　　

◆場所：志布志市立図書館「志ふれあい交流館」

◆問い合わせ先：しぶしポッポ倶楽部　宮原�一義　

　　　　　　　　℡：090-8229-3629

　当時、大隅・志布志線の起点となっていた志布志

駅周辺と現在との違いを知る良い機会です。ぜひ会

場にお越しください。

　市では、このような市民グループ、各団体の事業

をはじめ、広く事業を募集しています。まずはお気

軽に下記までご相談ください。

■問い合わせ先：

　企画政策課�地域政策係�℡：474-1111（257・252）

年金知っ得!?

インフォメーション

pension

特
定
期
間
・
特
例
追
納
制
度
の
ご
案
内

◆
特
定
期
間
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
が
、
配
偶
者
（
第

２
号
被
保
険
者
）
の
退
職
や
ご
本
人
の
収
入
が
増
加

し
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、

第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
替
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
切
替
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
、
時
効
に
よ

り
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
届
出
に
よ
り
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
年
金
を
受

け
と
れ
な
い
事
態
を
防
止
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。）

◆
特
例
追
納
に
つ
い
て

　

届
出
に
よ
り
特
定
期
間
と
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
、特
定
保
険
料
を
納
付
（
特
例
追
納
）

す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。（
既
に
年
金
を
受
け
と
っ
て
い
る
方

は
、
特
例
追
納
を
し
て
も
年
金
額
が
増
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

【
特
例
追
納
の
対
象
期
間
】

●
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
未
満
の
方
：

　

承
認
が
あ
っ
た
月
前
10
年
以
内
の
期
間

●
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
以
上
の
方
：

　

50
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間

　

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合

は
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

●
受
付
時
間
：
月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　
　

第
２
土
曜
日　

９
時
〜
17
時

※�

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

志布志市奨学生募集
　志布志市教育委員会では、有用な人材を育成す

るため、能力があるにもかかわらず経済的理由に

よって修学困難な者に対して学資（奨学金）を貸

与します。

◆�対象者：高等学校、高等専門学校（専門学校を

含む。）及び大学（短期大学及び大学院含む。）

またはこれらの学校に相当する外国の学校に在

学する者

◆奨学金の額：

●�高校生：月額 15,000 円（年額 180,000 円）

●��高等専門学校生または大学生：� �

月額 30,000 円（年額 360,000 円）または月額

50,000 円（年額 600,000 円）

●��外国の学校への留学生：　　　　　　　　　　

月額 50,000 円（年額 600,000 円）

◆�貸与の期間：在学期間中とし、毎年度更新する

必要があります。

◆�貸与方法：７月、10 月及び翌年の２月の年３

回に分け、口座振込の方法により貸与します。

◆奨学生の資格：

●�引き続き３か月以上市内に住所を有する者の子

どもであること。

●学業成績及び人物が優良であること。

◆�奨学金の返還：この奨学金は、給付ではありま

せんので、卒業後（15 年以内に）返還しなけ

ればなりません。

◆�募集要項の配布：平成 29 年３月１日（水）か

ら各庁舎にて配布します。

◆�申請期間：平成 29 年４月３日（月）から５月

１日（月）まで（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）

■問い合わせ・募集要項配布及び申請書類提出先：

　教育委員会

●教育総務課　総務係（志布志支所）

　℡：472-1111（内線 312）

●松山分室（松山支所）

　℡：487-2111（内線 262）

●有明分室（本庁）

　℡：474-1111（内線 137）

平成 29年度

撮影場所：現志布志運動公園前

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
役
所��

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
７
）



郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　 ）　　　  －

（No.134/2017- ２）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と、東 八

重 製 茶 さ ん の「 東 八 重 茶 園 の

お い ど ん 茶（ 緑 茶 ）」 を プ レ ゼ

ントします！（詳しくは３ペー

ジをご覧ください）

　ぜひ、ご応募ください！

　

今
月
は
、
松
山
町
に
お
住
ま

い
の
ヒ
サ
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

松
山
町
泰
野
出
身
の
ヒ
サ
さ

ん
は
、
建
築
会
社
を
経
営
し
て

い
た
ご
主
人
と
19
歳
で
結
婚
し
、

作
業
場
の
片
付
け
や
職
人
さ
ん

の
お
茶
の
用
意
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
。
作
業
場
の
草
取
り
は

今
で
も
ヒ
サ
さ
ん
が
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

　

結
婚
当
初
、
家
事
が
ほ
と
ん

ど
で
き
な
か
っ
た
ヒ
サ
さ
ん
で

す
が
、
お
姑
さ
ん
に
教
わ
り
、

何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
し
た
い
」
と
い
う
ヒ
サ
さ

ん
は
年
越
し
そ
ば
や
お
正
月
の

モ
チ
も
作
り
ま
す
。
昨
年
末
も

朝
６
時
か
ら
２
つ
の
か
ま
ど
に

火
を
お
こ
し
、
ご
家
族
の
分
も

合
わ
せ
て
一
斗
四
升
の
モ
チ
を

を
つ
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
正
月
は
子
ど
も
や
孫
、
ひ

孫
が
部
屋
に
入
り
き
ら
な
い
く

ら
い
集
ま
っ
た
。
ク
イ
ズ
大
会

も
し
て
に
ぎ
や
か
で
楽
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
お
友
達
に
あ
げ
て
喜
ん
で

も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
」
と

花
や
野
菜
を
作
り
、
ご
近
所
の

お
友
達
と
お
茶
を
飲
ん
で
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
の
が
元
気

の
秘
訣
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　　 ヒサさん (89 歳）

　　　   　 　  　　　（松山町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！ 【志布志町】尚之 さん　(25 歳）

今月の 題字

小学校 ５年

  桜
お う か

香 さん

　

今
月
の
題
字
は
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
習
い
始
め
、
書
道
３
段
の
腕
前

の
桜
香
さ
ん
が
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

運
動
も
大
好
き
と
い
う
桜
香
さ
ん

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
も
セ
ッ

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
始

め
は
１
勝
を
目
標
と
し
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
最
近
で
は
リ
ー
グ
戦
を
突

破
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
つ
こ
と

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

将
来
の
夢
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
そ
う
で
す
が
、
福
祉
関
係
の
仕
事

が
し
た
い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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Ｑ　現在のお仕事について教えてください

Ａ ．広島の専門学校を卒業後、しぶし整骨院に就職して４年目にな

ります。柔道整復師として患者さんの治療をしています。たまに

ですがスポーツジム「RISE」でトレーナーもしています。

Ｑ　志布志市はどうですか？

Ａ ．初めはごみの分別の多さに戸惑いました。慣れない土地での生

活でしたが「ご飯を食べてない」と言うと作って持ってきてくれ

たり、「食器がない」と言うと分けてくださったり、患者さんが

とても良くしてくれて助かります。

Ｑ　休みの日をどう過ごしていますか？

Ａ ．尚志館高校サッカー部のトレーナーをしているので、選手のケア

などのサポートをするため、チームに同行していることが多いです。

Ｑ　今後の目標は？

Ａ ．患者さんとのコミュニケーションを大切にして、トレーナーと

しての現場での経験を活かしてさらに技術を磨きたいです。

読者プレゼント

　　　 光
ひ か り

莉 ちゃん（６歳 )

　　　　実
み な み

南 ちゃん（４歳 )

（有明町）

　　 仁
に や

陽 ちゃん（６歳 )

　　　颯
は や と

人 ちゃん（１歳 )

（松山町）

　　 凛
り な

奈 ちゃん（３歳 )

　　　真
ま よ

葉 ちゃん（1 歳 )

（志布志町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　あまえんぼでおこりんぼのはやと。

　めんどうみが良くて、お手伝い

もたくさんしてくれるにや。

　これからもきょうだい仲良く、

大きくなってね！

◆ ご家族からのメッセージ！

　ごはんのお手伝いが出来るよう

になった凛奈ちゃん。

　自分でスプーンやお箸を持って

食べるようになった真葉ちゃん。

　たまにケンカもするけど仲良し

の姉妹です。

　すくすく健康に育ってね。

◆ ご家族からのメッセージ！

　妹想いの光莉とお姉ちゃんが大

好きな実南。

　いつも歌ったり踊ったり、とっ

てもにぎやか。皆を笑顔にしてく

れるね。

　これからも 3 人兄妹、仲良く元

気に、笑顔いっぱいで大きくなっ

てね。



★アンケート★【２月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

老
婆
心
な
が
ら
一
言
！

　

い
つ
も
図
書
館
を
利
用
し
て
読

書
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

正
月
早
々
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
こ

と
を
言
う
の
は
憚
ら
れ
る
の
で
す
が
、

以
前
か
ら
思
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で

思
い
切
っ
て
書
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
本
に
折
り
目
を
付
け

た
り
傍
線
を
引
い
た
り
、
ま
る
で

私
物
の
様
な
扱
い
を
し
て
い
る
方

が
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
市
民
共

用
の
本
で
す
の
で
、
栞
を
は
さ
ん

だ
り
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
本

を
汚
す
こ
と
な
ど
控
え
て
欲
し
い

の
で
す
。
司
書
の
方
は
き
っ
と
言

い
に
く
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と

思
い
、
お
せ
っ
か
い
を
承
知
で
書

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
互
い
に
節
度
を
守
っ
て
楽
し

い
読
書
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
ね
。

（
ホ
ト
ト
ギ
ス 

72
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
楽
し
い
読
書
人
生
」
は
と
て
も

素
敵
な
言
葉
で
す
ね
。
図
書
館
の

本
が
綺
麗
な
ま
ま
、
た
く
さ
ん
の
人

に
読
ま
れ
て
、
楽
し
い
読
書
人
生
を

送
る
人
が
増
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

志
を
忘
れ
な
い

　

志
布
志
市
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の「
志（
こ

こ
ろ
ざ
し
）」。
書
道
家
、
武
田
双
雲

さ
ん
の
力
強
い
字
体
に
志
布
志
市
の

意
気
込
み
を
感
じ
ま
す
。

　

た
だ
、私
個
人
的
に
は
「
忘
」（
わ

す
れ
る
）
と
良
く
間
違
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
を
忘
（
わ
す
）

れ
な
い
よ
う
な
取
組
を
す
る
。
私
自

身
、
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
い
き
ま
す
、

自
分
に
！

（
く
ろ
や
ん 

38
歳 

男
）

　

▼

　

市
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
、
志
と
い
う
字
は
忘
に

似
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
を
送
る

中
で
志
を
高
く
持
つ
こ
と
は
忘
れ
や

す
い
と
、
そ
の
昔
、
漢
字
を
作
っ
た

人
も
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。
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こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。

市の人口
人口：３２，４１５人
男性：１５，３３４人
女性：１７，０８１人　

転入：８７人　  転出：７８人
出生：２２人　  死亡：４９人

世帯数：１５，７４４戸

（－１ ８ 人）
（－７人）

（－１１人）

（ー１５ 世帯）

平成 28 年 12 月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：53 隻（日本 1、外国 52）
②輸出：12 億 73 百万円
③輸入：107 億 20 百万円

平成 28 年 12 月 31 日現在
（　）は前月比

志布志港
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市役所からの大事なお知らせ
① もしもの事故・ケガに備えて…　交通災害共済に加入しましょう！（総務課  消防防災係）

② 平成 2 9 年４月から市役所の組織が変わります（総務課　行政改革推進係）

③ 市公共施設等総合管理計画（案）へのご意見を募集します（財務課　管財係）

④ 『特定健診等受診済証』愛称募集！（保健課  保健対策係）

⑤ 運動・体育施設の年間利用予約申込みについて（生涯学習課　生涯スポーツ係）

⑥ 畑地かんがい用散水器具設置支援事業のお知らせ（農政畜産課　畑かん推進係）

⑦ 臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ（福祉課　社会福祉係）

⑧ 公的機関の職員を装った不審電話や還付金詐欺にご注意ください！（保健課　国民健康保険係）

②
平成 29 年４月から市役所の組織が変わります

■問い合わせ先： 総務課 行政改革推進係　℡：474-1111（内線 233・232）

社会情勢の変化に対応した、組織機構の見直しを実施しました。
市民サービスを低下させずに、適正な行政運営を図ります。なお、表は変更のあった課のみをお
知らせしています。

本　　　　庁
新

←

旧
総務課 人事厚生係 総務課 人事厚生係

文書法制係 文書法制係
秘書係 秘書広報係
行政改革推進係 行政改革推進係

危機管理室 危機管理係 消防防災係
消防交通係 －

企画政策課 企画調整係 企画政策課 企画調整係
地域政策係 地域政策係
広報係 －

男女共同参画推進室 男女共同参画係 男女共同参画推進室 男女共同参画係
地方創生推進室 地方創生推進係 地方創生推進室 地方創生推進係

ブランド推進係 ブランド推進係

⑨ 大隅地域助産師奨学生を募集しています　（保健課　保健対策係）

●総務課に危機管理室を設置し、消防防災係を危機管理係と消防交通係とします。

●総務課の秘書広報係を秘書係とします。

●企画政策課に広報係を設置します。

③
市公共施設等総合管理計画（案）へのご意見を募集します

■問い合わせ先：財務課  管財係　℡ 474-1111（内線 242・243）

　本市における公共施設等の全体状況を把握し、長期的な視点をもって計画的に施設の更新、統廃合及び長寿命化

などを行うことで、財政負担を軽減及び平準化することを目的とし、公共施設等の総合的かつ計画的な管理推進の

基本方針として、公共施設等総合管理計画（案）を策定しました。

　この度、市民の皆様からのご意見を反映させるため、市民意見公募（パブリックコメント）を実施します。

◆募集期間：２月 20 日（月）から３月６日（月）まで

　計画案については、上記期間中、本庁本館２階財務課、志布志支所３階地域振興課、松山支所１階総務市民課及

び市ホームページで閲覧できます。

※市役所での閲覧は、土曜・日曜・祝日を除く午前８時 30 分から午後５時 15 分までです。

◆応募資格者：志布志市内在住者、在勤者、在学者

◆ 提出方法：計画案に対して、ご意見のある方は、意見募集用紙に「住所」「氏名」「年齢」等の必要事項を明記し、

持参または、ファックス、メールにより提出してください。

◆提出先：本庁本館２階財務課、志布志支所３階地域振興課、松山支所１階総務市民課

①
もしもの事故・ケガに備えて…　交通災害共済に加入しましょう！

　交通災害共済事業は、お互いに掛金を出し合い、不幸にして住民が交通事故により死傷したとき、交
通事故の被災者及びその遺族に対し、見舞金が支給される住民のための相互扶助制度です。

◆ 加入できる方：４月１日現在で志布志市内に住民登録されている方は誰でも加入できます（出稼ぎ、就学等で

一時的に転出される方も加入できます）。

◆ 共済掛金：１人あたり 500 円です（中途加入者についても同額）。

◆ 共済期間：平成 29 年４月１日から平成 30 年３月 31 日まで

◆ 加入方法：郵送されている交通災害共済の加入申込書と掛金を一緒に、 各金融機関、コンビニにてお申込みく

ださい。 

※ 市役所内公金取扱所（ＪＡそお鹿児島農業協同組合）については、  ８時 30 分から 16 時まで。（ただし、土曜・

日曜・祝日は除く。） 

※ 16 時以降は、本庁総務課、志布志支所地域振興課、松山支所総務市民課でのお申込みをお願いします。

◆ 申込期間：平成 29 年３月１日（水）から 31 日（金）まで

※ ４月 1 日以降も加入できます。ただし、４月１日以降にお申込みされた方は、領収日の翌日から平成 30 年３

月 31 日までが共済期間となります。

◆ 見舞金請求期限：事故発生日から２年以内（２年以上経ってから請求されると災害見舞金は支払われません）。

■災害見舞金お支払いの例

　 小学生が道路を自転車で走行中、転んで骨折し、完治するまで２か月かかった。

（実治療日数 25 日）

　　　　→８等級：３万５千円の見舞金が支払われます。

　 自動車事故で３か月の入院。退院２か月後再手術のため１か月入院。　　　　

その後１か月間リハビリ通院。（実治療日数 140 日）

　　　　→４等級：11 万５千円の見舞金が支払われます。

※支払等級の詳細については、申込書裏面の「交通災害共済のとりきめ」をご覧ください。 

■問い合わせ先：●志布志市役所  総務課　℡：474-1111（内線 215・216）

　　　　　　　　●志布志支所  地域振興課　℡：472-1111（内線 351・353）

　　　　　　　　●松山支所  総務市民課　℡：487-2111（内線２１３）

例１

例２
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臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ⑦

④
『特定健診等受診済証』愛称募集！

◆応募期間： ２月１日（水）～３月１日（水）

◆ 応募方法：愛称など次のことを書いたものを紙またはメール（アドレス：

hoken@city.shibushi.lg.jp）で提出（様式等は問いません。）してください。

●愛称名（例：「とくとく健診カード」、「いきいき健診カード」など）

●応募者の住所、氏名及び携帯電話等の連絡先

◆ 応 募 先 ：●本庁　保健課　保健対策係

　 　 　 　 　●志布志支所　福祉課　保健係

　 　 　 　 　●松山支所　総務市民課　保健係

◆その他：採用された方には、賞品等を贈呈します。また、市報等で発表します。

■問い合わせ先：�保健課　保健対策係　℡：474 - 1111（内線 161）

　特定健診等受診済証によるお買い物特典事業の受診済証の名称を「志布志市特定健診受診済証」として

いますが、市民の皆様により親しみやすい事業とするために、次のとおり愛称を募集しています。

　採用された方には、賞品等をご用意いたしておりますので、ドシドシご応募ください。

⑤
運動・体育施設の年間利用予約申込みについて

■問い合わせ先： 生涯学習課 生涯スポーツ係　℡：472-1111　内線（331）

　平成 29 年度の志布志市内の運動・体育施設の年間利用予約の申込みを受け付けしますので、
利用される団体は、必ず下記の要領によりお申込みください。

◆ 対象施設：城山総合公園、志布志運動公園及び有明

の体育施設

◆利用期間：平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日※

◆ 申込方法：所定の利用予約申請書による（教育委員

会にあります）

◆ 受付期間：２月７日（火）から２月 26 日（日）まで

◆申込み先：

●城山総合公園の運動施設：城山総合公園体育館

● 志布志運動園の運動施設及びしおかぜ公園：志布志

運動公園体育館

●有明体育施設：有明総合体育館

◆注意事項：

●電話でのお申込みは、受け付けられません。

● 各団体の利用予約日の日時が、市及び市体育協会等

の行事と重複する時は、市及び市体育協会の予約が

優先となります。

● 利用予約日の日時が、他の団体と重複するときは、

後日当該団体間で話し合っていただき調整をお願い

することになります。

● 今回の申込みは、大会やイベントに限る利用です。

（通常の練習等で使用する場合は、通常のとおり直接、

体育館で予約をしてください。）

　

畑地かんがい用散水器具設置支援事業のお知らせ

　曽於東部地区（志布志町・松山町の一部）の畑地かんがい事業では、散水器具及び給水栓の設置に対し補
助を行っています。

■問い合わせ先：�●農政畜産課  畑かん推進係　℡：474-1111（内線 431）　　　　　
●曽於東部土地改良区　℡：099-487-2986

⑥

◆�対象者�：曽於東部地区（志布志町・松山町の一部）の畑地かんがい事業受益者

　　　　　（本市に住所を有する者もしくは本市に事務所を有する法人）

◆�補助要件�：

●給水開始をすること（購入器具による給水開始面積要件有り）

● 1 申請者につき、1 種類の器具（給水栓は 2 か所まで）が対象

◆�補助率�：事業費（購入費）の 3 分の 1 以内（上限あり）

◆�散水器具�：●噴射ホース　　●レインガン　　●ロールカー　　●スマートレイン

　この事業は本年度までとなっています。畑に給水栓をつけたい、散水器具の購入を検討している方は、この機会

にお申込みください。

　臨時福祉給付金（経済対策分）は、消費税率の引上げに際し、所得の少ない方に対して適切な
配慮をするものです。

 ※次の施設は、芝生養生等のため×印の期間は原則利用できません。
施設名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

陸上競技場 × × × × ×
ふれあい広場 × × × ×

多目的広場 × × × × × × ×
しおかぜ公園 × × × × × × ×

◆ 支給対象者：基準日（平成 28 年１月１日）において、

志布志市に住民登録があり、平成 28 年度分の市民税

（均等割）が課税されていない方。ただし、市民税が

課税されている方に扶養されている方、生活保護受給

者等は対象外です。

◆ 給付額：対象者１人につき 15,000 円（支給は１回限

りです）

◆申請期間：２月８日（水）から５月８日（月）まで

◆ 申請手続：支給対象者には、市から２月初旬に申請書

類を封書にて郵送いたします。

　① 本庁福祉課または支所福祉係で申請手続きをしてく

ださい。

　② 申請後、市で審査を行い、給付金を指定された金融

機関口座に振り込みます。（支給は、受付・審査後

随時行います。）

◆注意点：

● 支給対象となる方で、平成 28 年１月２日以降に志布

志市に転入された方は、転入前の市区町村が申請先に

なりますので、その市区町村にお問い合わせください。

● 基準日後支給決定がされるまでの間に亡くなられた方

には支給されません。

給付を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」
にご注意ください！！

◆ 市や厚生労働省などが、給付金の給付のために手数料

の振り込みを求めたり、申請手続きをしていない方に

世帯構成や銀行口座などの個人情報を確認したりする

ことは絶対にありません。

◆ 不審な電話があったり、不審な郵便物が届いたら、迷

わず、最寄りの警察署または警察相談専用電話（♯

9110）までご連絡ください。

■問い合わせ先：●本庁  福祉課  社会福祉係　℡：474-1111（内線 172）
　　　　　　　　●志布志支所  福祉課  福祉係　℡：472-1111（内線 201）
　　　　　　　　●松山支所  総務市民課  福祉係　℡：487-2111（内線 271）
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　高齢者宅に、「保険料や医療費の還付金があるので、銀行口座はどちらですか。現金自動預払機（ＡＴＭ）
で受取手続をするように銀行へ行ってください。」などといった不審電話が鹿児島県内で多発しています。

■問い合わせ先：�保健課 国民健康保険係　℡：474 - 1111（内線 122 ～ 125）

国
鉄
志
布
志
線
と
大
隅
線
の
歴

史
を
辿
る
バ
ス
ツ
ア
ー

　

国
鉄
志
布
志
線
と
大
隅
線
の

歴
史
を
辿
り
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
19
日
（
日
）

　

 （
９
時
～
９
時
20
分
受
付
、
16

時
終
了
予
定
）　

小
雨
決
行

◆ 

受
付
場
所
：
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅

◆ 

参
加
料
：
無
料
（
昼
食
、
飲

み
物
等
は
各
自
で
御
準
備
く

だ
さ
い
。）

◆ 

参
加
資
格
：
健
康
な
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
定
員
：
40
名
（
先
着
）

◆ 

申
込
み
期
間
：
２
月
20
日
（
月
）

～
２
月
28
日
（
火
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

生
涯
学
習
課 

指
定
文
化
財
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
）

共
生
協
働
推
進
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

◆
募
集
人
員
：
若
干
名

◆ 

活
動
内
容
：
共
生
・
協
働
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
意
見
提
言
等

を
行
い
ま
す
。（
年
２
回
、
2

時
間
程
度
の
会
議
を
予
定
）

◆
任
期
：
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

◆ 

応
募
資
格
：
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
人

● 

満
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住

ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

し
て
い
る
こ
と

● 

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加

で
き
る
こ
と

● 

本
市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員

で
な
い
こ
と

● 

公
務
員
・
市
議
会
議
員
で
な
い
こ
と

● 

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◆ 

応
募
方
法
：
所
定
の
応
募
用
紙

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
を
企
画

政
策
課
ま
た
は
各
支
所
・
地
域

振
興
係
へ
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限
：
３
月
17
日
（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
選
考
方
法
及
び
結
果
通
知
：

　

 

応
募
用
紙
に
記
入
さ
れ
た
意

見
・
抱
負
等
に
よ
り
選
考
し
、

結
果
は
後
日
、
本
人
へ
通
知
し

ま
す
。

◆ 

謝
礼
：
１
回
の
会
議
ご
と
に
謝

金
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
・
２
５
７
）

　

FAX
：
４
７
４
‐
２
２
８
１

　

 

メ
ー
ル
：tiikiseisaku@

city.

shibushi.lg.jp

「
統
計
の
日
」
標
語
募
集

　

総
務
省
で
は
、
毎
年
10
月
18
日

の
「
統
計
の
日
」
に
活
用
す
る
た

め
、
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
作
品
は
「
統
計
の
日
」
の

周
知
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
広
報
活
動

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆ 

募
集
部
門
：
小
学
生
の
部
、
中

学
生
の
部
、
高
校
生
の
部
、
一

般
の
部
、
統
計
調
査
員
の
部
、

公
務
員
の
部

◆ 

応
募
条
件
：
専
用
の
応
募
用
紙

で
、
1
人
5
作
品
ま
で
応
募
可

能
（
た
だ
し
、
自
作
未
発
表
の

作
品
に
限
る
）。

　

 

応
募
用
紙
は
2
月
1
日
よ
り
総

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆ 

募
集
期
間
：
2
月
1
日
（
水
）

～
3
月
31
日
（
金
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

総
務
省
政
策
統
括
官
付　
　
　

　

統
計
企
画
管
理
官
室

　

℡
：
０
３
‐
５
２
７
３
‐
１
１
４
４

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
29
年
度
入
校
生
募
集

◆
募
集
期
間
：

　

2
月
6
日（
月
）～
3
月
3
日（
金
）

◆
試
験
日
：
3
月
16
日
（
木
）

◆ 

募
集
科
目
：
情
報
電
子
化
、
デ
ザ

イ
ン
製
版
科
、
建
築
設
計
科
、
義

肢
福
祉
用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

◆ 

訓
練
期
間
：
平
成
29
年
4
月
か

ら
1
年
間

◆
入
校
料
・
授
業
料
：
無
料

※ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受

け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
延

長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
・
訓

練
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

Information＆
Event

お知らせ
Shibushi

Information
見逃せない情報がいっぱい！

募

集

公的機関の職員を装った不審電話や還付金詐欺にご注意ください！⑧

　電話の指示に従って現金自動預払機（ＡＴＭ）を操作し、現金を振り込んでしまい、被害にあった事例も起こっ

ています。

　市役所などの公的機関が保険料（税）や医療費などを銀行やコンビニなどの現金自動預払機（ＡＴＭ）を使って

払い戻しをしたり、暗証番号をお聞きすることは、絶対ありません。

　不審な電話があったときは、その場で対応しないで、下記までお問い合わせください。

●国民健康保険の方は ･･･

　志布志市役所　保健課　国民健康保険係　℡：474-1111（内線 122 ～ 125）

●後期高齢者医療の方は ･･･

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合　　　　℡：099-206-1397

　志布志市役所　保健課　国民健康保険係　℡：474-1111（内線 122 ～ 125）

◆被害にあわないために！

●生年月日、口座番号、携帯電話やキャッシュカードの有無などを簡単に教えない。

●被保険者証やキャッシュカードを渡さない。

●相手の身分を必ず確認し、不審な番号には電話をしない。

●不審に思ったら、電話を切り、市役所の代表番号へ電話をし、担当課へ確認をすること。

ご家族に高齢者が
いらっしゃる方は、
注意するよう声掛
けをお願いします。

　大隅４市５町保健医療推進協議会では、助産師の養成施設に在学中で、将来、大隅地域の分娩を取り扱う
医療機関で助産師の業務に従事しようとする方に対し、奨学資金を貸与します。

大隅地域助産師奨学生を募集しています⑨

◆貸与の対象者：次の要件をすべて満たしている方

● 助産師の養成施設に在学中の方

●  助産師の養成施設を卒業後、直ちに大隅地域の分娩

を取り扱う医療機関で助産師として業務に従事する意

志のある方

◆奨学資金の額：月額 15 万円以内で申請者が希望する額

◆募集定員：２名

◆ 貸与期間：大隅４市５町保健医療推進協議会長が定め

る開始月から助産師の養成施設を卒業する月まで

※休学期間・停学処分を受けた期間は、貸与休止

◆ 奨学資金の返還：助産師の養成施設を卒業した日から

２年以内に助産師の免許を取得し、直ちに助産師とし

て大隅地域の分娩を取り扱う民間医療機関に５年間勤

務した場合は、奨学資金の返還を免除します。

◆ 申請方法：申請に必要な書類一式を、大隅４市５町保

健医療推進協議会事務局に提出してください。

※ 申請に必要な書類、申請様式につきましては、お問い

合わせください。

◆ 募集期限：５月１日（月）まで（当日消印有効）

※ 募集期限後、定員に達していない場合は、定員に達す

るまで随時受付を行います。

■問い合わせ・申請書提出先：

　大隅４市５町保健医療推進協議会事務局

　（鹿屋市 保健福祉部 健康増進課内）

　〒 893-0007　鹿児島県鹿屋市北田町 11 番６号

　（鹿屋市保健相談センター）

　℡：0994-41-2110　FAX： 0994-41-2117

　E-mail kenkou@e-kanoya.net



◆
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
：

● 

終
生
、
家
族
と
し
て
大
切
に
世

話
し
て
く
だ
さ
る
方
。

● 

里
親
が
決
ま
っ
た
ら
、
双
方
に

手
続
き
料
千
円
が
発
生
し
ま
す
。

● 

不
妊
・
去
勢
手
術
の
済
ん
で
い

な
い
子
の
里
親
さ
ん
に
は
、
犬

1
万
円
、
猫
5
千
円
の
預
か
り

金
を
い
た
だ
き
、
手
術
終
了
後

に
お
返
し
し
ま
す
。

● 

里
親
希
望
者
は
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

里
親
希
望
者
に
は
面
談
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

犬
猫
と
共
生
を
め
ざ
す
会
志
布
志

　

℡
：
０
８
０
‐
５
２
６
８
‐
３
２
０
３

登
記
事
項
証
明
書
等
の
請
求
は

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
便
利
で
す

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
請
求
で
き
る

「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

証
明
書
は
、
郵
送
の
ほ
か
最
寄
の

登
記
所
や
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
受
取
り
が
可
能
で
す
。

◆
窓
口
請
求
よ
り
安
い
！

　

窓
口
で
登
記
事
項
証
明
書
を
請

求
す
る
場
合
の
手
数
料
は
６
０
０

円
の
と
こ
ろ
、「
か
ん
た
ん
証
明

請
求
」
を
利
用
し
た
郵
送
受
取
り

の
場
合
は
５
０
０
円
、
窓
口
受
取

り
の
場
合
は
４
８
０
円
で
す
。

◆
自
宅
に
い
な
が
ら

　

手
数
料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン

グ
、
電
子
納
付
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

納
付
で
き
ま
す
。

◆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
簡
単
！

　

登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s://w

w
w

.to
u

k
i-

kyoutaku-online.m
oj.go.jp/

）

で
簡
単
な
初
期
設
定
（
申
請
者
情

報
登
録
等
）
を
行
う
だ
け
で
利
用

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局  

総
務
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
６
７
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確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
e
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
で
き
、
ま

た
印
刷
し
て
所
轄
税
務
署
へ
郵
送

等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
の
期
間

● 

平
成
28
年
分
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税

　

2
月
16
日（
木
）～
3
月
15
日（
水
）

● 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

（
課
税
期
間
平
成
28
年
1
月
1

日
～
平
成
28
年
12
月
31
日
）

　

2
月
16
日（
木
）～
3
月
31
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：
大
隅
税
務
署

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

※ 

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
選
択

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

会
員
募
集
説
明
会

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
者
：

●
市
内
に
居
住
す
る
方

●
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方

●
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

● 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
方

● 

臨
時
的
、
短
期
的
な
就
業
ま
た

は
軽
易
な
業
務
を
通
じ
て
、
自

ら
の
生
き
が
い
や
社
会
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方

◆
説
明
会
場
所
・
日
時
：

● 

志
布
志
地
区
：
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
志
布
志
支
所
（
健
康

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
隣
）

　

2
月
16
日
（
木
）　

9
時
30
分
～

●
松
山
地
区
：
城
山
総
合
公
園
体
育
館

　

2
月
16
日
（
木
）
13
時
30
分
～

● 

有
明
地
区
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁
隣
）

　

2
月
17
日
（
金
）
９
時
30
分
～

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
２
５
０
０

県
民
健
康
講
座

　
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
心
臓
病
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
や
各
種
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

◆ 

日
時
：
２
月
25
日
（
土
）

　

13
時
～
16
時

◆ 

場
所
：
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー　

健
康
科
学
館

※ 

申
込
、
参
加
費
は
不
要
で
す
。
駐

車
場
は
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
北

川
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
県
民
健
康
プ

ラ
ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
０
１

犬
・
猫
里
親
さ
が
し
の
会

　

里
親
を
さ
が
し
た
い
方
、
里
親

を
希
望
さ
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
12
日
（
日
）　

　

11
時
～
15
時

◆ 

場
所
：
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

か
ご
し
ま
志
布
志
店
駐
車
場

水 道 修 繕 当 番 店

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

◆松山地区

２月 加世田建設 ℡ 487-2057

３月 佐藤建設 ℡ 487-2049

◆志布志地区

２月 14 日～２月 20 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

２月 21 日～２月 27 日 高吉組 ℡ 472-0721

２月 28 日～３月６日 崎田建設 ℡ 473-0050

３月７日～３月 13 日 志布志水道 ℡ 472-3540

３月 14 日～３月 20 日 山本組 ℡ 472-1101

３月 21 日～３月 27 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

３月 28 日～４月３日 高吉組 ℡ 472-0721

◆有明地区（土・日曜日、祝日、夜間）

２月 12 日～２月 18 日 山中水道 ℡ 474-1440

２月 19 日～２月 25 日 池崎建設 ℡ 475-2068

２月 26 日～３月４日 郡山工業 ℡ 475-0008

３月５日～３月 11 日 西江建設 ℡ 474-2113

３月 12 日～３月 18 日 山中水道 ℡ 474-1440

３月 19 日～３月 25 日 池崎建設 ℡ 475-2068

３月 26 日～４月１日 郡山工業 ℡ 475-0008

■問い合わせ先：水道課  工務係　℡：472-1111（内線 263）

む
し
歯

１月に行われた５歳児歯科

検診で、むし歯も処置歯も

無かった子どもたちです！ 　 　敦
あ つ と

翔 ちゃん 　　 咲
さ く ら

空 ちゃん 　 晴
せいしろう

士朗 ちゃん

お
知
ら
せ

（（
（
・

　　 梨
りおう

桜 ちゃん

市営住宅空き家情報【松山地区】
●鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階建て集合住宅　（所得制限あり）
　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　13,300 円～
　松山団地１００号　　１０６号　　１８７号
　桜山団地３３３号

●鉄骨木造２階建て集合住宅　（所得制限なし）
　市単住宅　単身向け　２ＤＫ　家賃　20.000 円
　駅跡地共同住宅２０２号

●戸建て住宅　（所得制限あり）
　特賃住宅　世帯向け　４ＤＫ　家賃　37,000 円
　大田尾段団地２６９号　　京ノ峯団地５９３号

※ 申込みから入居まで 10 日から１か月を要することが
ありますので、早めにご相談下さい。

　空き状況は変わることがあります。
　 また、住宅ごとに入居要件が異なりますので、最新の

空き状況と併せて入居要件の詳細については、松山支
所産業建設課管理係までお問い合わせください。

　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）
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広
告
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告

交 通 事 故 発 生 状 況
平成 28年 12 月末現在累計　（Ｈ 28年１月～ 12 月）

　　※【　】は昨年比

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 7,474【－ 560】 146【－ 22】

死者数 65【－ 12】 ２【＋１】

傷者数 8,838【－ 704】 172【－ 41】

　

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
全
国
ご
当
地
ど

ん
ぶ
り
選
手
権
大
会
に
、
志
布
志
発
黒
豚
三
昧

丼
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
全
面
的

に
応
援
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
年
は
絶
対
優
勝

を
勝
ち
取
る
と
い
う
意
気
込
み
で
し
た
が
、
昨

年
と
同
じ
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
多

く
の
ど
ん
ぶ
り
を
食
べ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
昨
年
１
位
の
青
森
の
銀
サ
バ
丼
が
、
何
と

し
て
も
２
年
連
続
１
位
を
獲
得
し「
殿
堂
入
り
」

す
る
た
め
、
必
死
に
頑
張
り
今
年
も
１
位
と
な

り
ま
し
た
。
銀
サ
バ
丼
が
殿
堂
入
り
し
た
た
め
、

来
年
は
黒
豚
三
昧
丼
が
１
位
に
な
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
会
場
で
色
々
な
ど

ん
ぶ
り
を
試
食
し
て
み
て
も
、
黒
豚
三
昧
丼
が

一
番
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
黒
豚
三
昧
丼

は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

優
勝
す
れ
ば
、
全
国
か
ら
大
勢
の
グ
ル
メ

フ
ァ
ン
が
黒
豚
三
昧
丼
を
目
当
て
に
訪
れ
る
ま

ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
来
年
の
優
勝
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
「
隠お

き
の
く
に

岐
國
」
海あ

ま
ち
ょ
う

士
町
に
研
修
に
行
き

ま
し
た
。
海
士
町
の
研
修
は
、
島
根
県
松
江
市

か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
３
時
間
と
い
う
交
通
ア
ク
セ

ス
の
た
め
、
な
か
な
か
日
程
を
確
保
で
き
ず
に

い
ま
し
た
。
先
月
よ
う
や
く
日
程
を
確
保
し
ま

し
た
が
、
日
本
海
が
大
荒
れ
で
フ
ェ
リ
ー
が
欠

航
し
研
修
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、

研
修
当
日
は
暴
風
雪
が
お
さ
ま
り
、
無
事
に
研

修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。海
士
町
で
は「
そ

ん
な
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
も
逆
に
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
る
」
と
様
々
な
事
業
の
説
明
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
が
全
国
的
に
進
む
中
、
海
士

町
は
離
島
と
い
う
こ
と
で
単
独
の
道
を
選
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
５
年

後
に
は
町
の
財
政
が
破
綻
、
債
権
団
体
に
な
る

と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
経
費
削
減
や
新
た
な
産
業
の
掘
り
起

こ
し
に
町
長
以
下
必
死
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
で
は
「
な
い
も
の
は
な
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
「
自
立
、
挑
戦
、
交
流
」
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
日
本
有
数
の
ま
ち
づ
く
り
の
町

に
な
り
ま
し
た
。

　

海
士
町
は
、
人
口
約
２
５
０
０
人
の
小
さ
な

町
で
す
が
「
自
分
達
の
島
は
自
ら
守
り
、
島
の

未
来
は
自
ら
築
く
」
と
い
う
住
民
や
職
員
の
地

域
へ
の
誇
り
と
気
概
が
満
ち
満
ち
て
い
ま
し
た
。

「
経
済
規
模
の
小
さ
な
地
域
で
は
、
民
の
仕
事
を

官
が
や
る
ぐ
ら
い
の
意
気
込
み
が
大
切
」「
評
論

家
は
要
ら
な
い
。
共
に
汗
を
か
き
、
行
動
す
る
人

材
こ
そ
必
要
」
と
人
件
費
の
削
減
を
進
め
、
様
々

な
産
業
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

海
士
町
は
、
少
子
高
齢
化
や
財
政
危
機
な
ど

の
問
題
対
策
の
日
本
の
最
先
端
を
切
り
開
い
て

い
こ
う
と
取
り
組
み
、
確
実
に
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。
産
業
興
し
の
た
め
に
様
々
な
会
社
や

施
設
を
立
ち
上
げ
、
３
セ
ク
で
運
営
、
雇
用
の

場
と
す
る
こ
と
で
若
者
が
全
国
か
ら
集
ま
り
定

住
し
て
い
ま
す
。

　

海
士
町
で
の
研
修
は
、
志
布
志
市
に
と
っ
て

も
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
ぜ
ひ
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

医療費総額 ２８８，６７０，３２９円
11 月末 国保加入者数 ９，３１６人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数） ３０，９８７円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２６，４３７円

個人負担額 ４，５５０円

◆平成28年11月分の医療費の状況です。
１人当たり医療費の前年同月比 3.1％増。
この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医
療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支払っ
た医療費です。
医療費総額の約 85.3％を市（国保）が負担しています。
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Fax：
�099-474-2281

志布志市　暮らしのカレンダー　２月・３月

２月
14 日 火

15 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  有明地区公民館）

16 日 木
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  やっちくふれあいセンター）
　※はぐくみのスタッフが巡回します。

17 日 金

18日 土
●松山子育てサロンのびのび
　（10：00 ～ 11：30 やっちくふれあいセンター）

19 日 日
●志布志市クリエイティブ事業「藤村忠寿講演会」
　（15：00 ～  市文化会館）

20日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

21 日 火

●法律相談 ※１

　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）
●県下一周駅伝大会  志布志市通過
　12：23 頃  伊﨑田中継所（伊﨑田小前）
　12：52 頃  志布志中継所（カトリック幼稚園前）

22 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

23 日 木

24日 金

25日 土
●生涯学習フェスティバル生涯学習推進大会
　（12：50 ～ 16：40  市文化会館）

26 日 日
●生涯学習フェスティバル生涯学習グランドフィナーレ
　（9：30 ～ 16：30  市文化会館）

27 日 月

28日 火

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 21 ページをご覧ください】

３月
1 日 水

●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  志布志支所５F 会議室）

２日 木

３日 金

４日 土

５日 日
●しぶしポートマラソン
　（9：00 ～  志布志運動公園陸上競技場）

６日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

７日 火

●法律相談 ※２

　（13：00 ～ 15：00  本庁３Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

８日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

９日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

10 日 金

11 日 土

12 日 日

13日 月

14日 火

15 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  新橋地区公民館）

16 日 木

●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５Ｆ会議室）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  安楽地区公民館）
　※はぐくみのスタッフが巡回します。

17 日 金

２月・３月の行事予定

�●げんき市【丼や和華のとなり】

　��毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

�●戌の市【宝満寺公園】

　２月 16 日、２月 28 日
　３月 12 日、３月 24 日

�●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

編
集
後
記

　

危
険
な
外
来
植
物
「
メ
リ
ケ
ン
ト
キ
ン

ソ
ウ
」
の
撲
滅
に
向
け
た
除
草
等
の
お
願

い
を
18
、
19
ペ
ー
ジ
の
エ
コ
通
信
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
▼
市
外
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

す
が
、
子
ど
も
が
芝
生
に
手
を
つ
い
て
ケ

ガ
を
し
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

し
、
大
人
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
足
が
傷
だ
ら

け
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
▼
志
布
志

市
は
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
で
す
し
、
２
０
２
０
年

の
か
ご
し
ま
国
体
で
は
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

会
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
２
月
中
旬
の

今
、ま
さ
に
除
草
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。サ
ッ

カ
ー
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
学
校
の

校
庭
や
公
園
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
ね
。
▼
も
し
、
メ
リ
ケ
ン

ト
キ
ン
ソ
ウ
が
ヨ
モ
ギ
の
よ
う
に
美
味
し

く
、
お
灸
に
も
使
え
た
ら
…
試
す
勇
気
も

な
い
く
せ
に
無
意
味
な
妄
想
を
口
走
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
反
省
し
ま
す
。（
持
留
）

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。


